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は
じ
め
に

　
近
年
日
本
の
高
校
に
お
け
る
海
外
修
学
旅
行
の
行
先
と
し
て
、
台

湾
を
選
ぶ
高
校
が
急
増
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
三
二
校
だ
っ
た
の

が
二
〇
一
八
年
に
は
三
五
七
校
と
な
り
十
倍
以
上
増
加
、
高
校
海
外

修
学
旅
行
の
訪
問
先
と
し
て
は
史
上
最
多
を
記
録
し
た
。
海
外
修
学

旅
行
を
行
う
高
校
は
二
〇
〇
六
年
九
三
三
校
だ
っ
た
の
が
二
〇
一
八

年
九
六
二
校
と
増
加
傾
向
に
は
あ
る
も
の
の
、
台
湾
急
増
を
押
し
上

げ
る
要
因
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
海
外
修
学
旅
行
の
行

き
先
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
主
な
要
因

の
一
つ
が
韓
国
と
中
国
で
あ
る
。
韓
国
は
二
〇
〇
六
年
一
八
四
校
か

ら
二
〇
一
八
年
二
二
校
、
中
国
は
二
〇
〇
六
年
一
一
七
校
か
ら
二
〇

一
八
年
一
〇
校
と
そ
れ
ぞ
れ
約
九
割
減
少
し
て
い
る
。
詳
細
は
後
述

す
る
が
、
日
中
関
係
、
日
韓
関
係
の
悪
化
や
嫌
中
・
嫌
韓
感
情
の
広

ま
り
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

　
一
方
、
受
入
側
の
台
湾
に
お
い
て
は
、
観
光
立
国
を
目
指
す
べ

く
、
各
国
（
特
に
日
本
、
韓
国
）
か
ら
の
観
光
客
増
加
の
た
め
に
台

湾
内
の
観
光
地
の
整
備
、
地
図
の
多
言
語
化
な
ど
受
け
入
れ
態
勢
の

改
善
を
急
ピ
ッ
チ
で
推
し
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
日
本
の
修
学

旅
行
は
一
回
で
三
桁
の
観
光
客
受
け
入
れ
を
見
込
め
る
こ
と
が
で

き
、
若
い
世
代
に
「
親
台
派
」
を
育
成
で
き
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
り
、
台
湾
政
府
は
補
助
金
を
用
意
す
る
な
ど
積
極
的
に
後
押
し

し
て
い
る
。

日
本
と
台
湾
の
歴
史
観
を
め
ぐ
る 

双
方
向
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
海
外
修
学
旅
行

和 

田 

英 

穂
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こ
の
十
年
余
り
で
十
倍
以
上
に
急
増
し
た
台
湾
へ
の
高
校
修
学
旅

行
に
お
い
て
は
、
送
出
側
・
受
入
側
双
方
の
産
官
学
民
で
様
々
な
思

惑
が
絡
み
合
い
、
必
ず
し
も
理
想
的
な
状
況
と
は
言
え
な
い
状
況
も

存
在
し
て
い
る
。
急
増
し
た
が
故
に
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
課
題
、

例
え
ば
中
学
・
高
校
の
授
業
で
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

台
湾
に
つ
い
て
は
高
校
生
、
ひ
い
て
は
教
職
員
も
知
識
が
ほ
と
ん
ど

不
足
す
る
ま
ま
に
訪
問
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
十
分
な
学
び
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
筆
者
も
勤
務
校
所
在
地
の

熊
本
県
で
毎
年
台
湾
修
学
旅
行
を
実
施
す
る
高
校
数
校
で
事
前
学
習

を
行
っ
て
い
る
が
、
各
校
手
探
り
の
状
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問

題
意
識
は
日
本
の
台
湾
研
究
者
の
中
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、

二
〇
一
八
年
九
月
一
日
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
台
湾
（
日
本
台
湾
修
学
旅
行

支
援
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
設
立
さ
れ
、
支
援
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
中
国
や
韓
国
を
回
避
し
台
湾
を
選
ぶ
日
本
、
そ
し
て
「
本

土
化
」
の
中
で
台
湾
内
の
観
光
地
整
備
を
推
進
す
る
台
湾
、
そ
れ
ぞ

れ
に
お
い
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
「
歴
史
観
」
が
陰
に
陽
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、「
中
国
」
を
回
避
し
な
が

ら
も
、
台
湾
に
お
け
る
「
中
国
」
や
「
植
民
地
日
本
」、
或
い
は

「
台
湾
」
に
関
す
る
歴
史
を
無
批
判
に
、
未
消
化
、
未
整
理
の
ま
ま

に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、「
本
土
化
」
に
伴

う
日
本
統
治
時
代
の
再
評
価
、
台
湾
各
地
の
日
本
統
治
時
代
の
遺
構

の
保
存
・
観
光
地
化
が
進
む
一
方
で
、
故
宮
博
物
院
や
忠
烈
祠
に
代

表
さ
れ
る
「
中
国
」
も
重
要
な
観
光
地
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　
本
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
台
湾
修
学
旅
行
と
台
湾
に
お
け

る
観
光
立
国
の
動
き
、
及
び
そ
の
関
係
に
つ
い
て
確
認
し
た
後
、
台

湾
修
学
旅
行
の
日
本
や
台
湾
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
修
学
旅
行
を
通

じ
た
日
台
間
の
歴
史
観
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
な
お
、
本
論
中
の
日
本
の
高
校
海
外
修
学
旅
行
に
関
す
る
数
値

は
、
全
国
修
学
旅
行
研
究
協
会
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
修
学
旅
行
ド
ッ

ト
コ
ム 

修
学
旅
行
情
報
セ
ン
タ
ー
」（http://shugakuryoko.com

/

）

上
で
公
表
し
て
い
る
「
全
国
公
私
立
高
等
学
校
海
外
修
学
旅
行
実
施

状
況
」（
二
〇
〇
〇
年
度
〜
二
〇
一
九
年
度
）
の
各
種
デ
ー
タ
を
基

に
し
て
い
る
。
本
論
中
の
関
連
修
学
旅
行
に
関
わ
る
グ
ラ
フ
（
図
1

〜
4
、図
9
・
10
）は
同
デ
ー
タ
を
も
と
に
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、本
論
中
の
各
種
中
国
語
資
料
は
筆
者
の
翻
訳
に
よ
る
。

一
　
東
ア
ジ
ア
国
際
情
勢
と 

日
本
の
高
校
海
外
修
学
旅
行

　
ま
ず
、
日
本
の
高
校
海
外
修
学
旅
行
の
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。

　
図
1
に
よ
れ
ば
、
全
体
と
し
て
高
校
海
外
修
学
旅
行
は
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
二
〇
〇
三
年
と
二
〇
〇
九
年
は
大
き
く
減
ら
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
前
者
が
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」、
後
者
が
「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
流
行
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
公
立
の
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み
の
デ
ー
タ
だ

が
二
〇
〇
一
年

は
ア
メ
リ
カ
同

時
多
発
テ
ロ
事

件
の
影
響
か
ら

二
〇
六
校
と
減

ら
し
て
い
た
。

多
い
場
合
は
数

百
人
単
位
の
生

徒
を
伴
う
修
学

旅
行
で
は
リ
ス

ク
回
避
は
絶
対

条
件
で
あ
り
、

海
外
修
学
旅
行

は
こ
れ
ら
の
世

界
的
な
疫
病
や

紛
争
な
ど
国
際

情
勢
の
変
化
に

敏
感
に
反
応
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
だ
デ
ー
タ
は
出
て
い
な
い
が
、
二
〇
二

〇
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
強
い

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
、
二
〇
一
九
年
度
で

す
で
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

㈠
　
増
加
す
る
台
湾
修
学
旅
行

　
こ
の
よ
う
に
、
高
校
海
外
修
学
旅
行
は
二
〇
〇
二
年
八
七
四
校
か

ら
二
度
に
わ
た
る
減
少
を
経
て
、
二
〇
一
八
年
九
六
二
校
ま
で
増
加

し
て
い
る
が
、
顕
著
な
上
昇
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
訪
問
国
別
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

　
図
2
に
よ
れ
ば
、
台
湾
が
二
〇
一
〇
年
以
降
急
上
昇
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
全
体
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
増
加
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
も
、
台
湾
が
増
加
し
た
分
、
減
少
し
た
行
き
先
が
あ
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
れ
が
中
国
と
韓
国
で
あ
る
。
中
国
は
二
〇
〇
七
年
一
三
七

校
だ
っ
た
の
が
二
〇
一
九
年
一
〇
校
、
韓
国
は
二
〇
〇
八
年
二
〇
一

校
だ
っ
た
の
が
二
〇
一
九
年
二
二
校
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
背

景
と
し
て
は
日
中
関
係
、
日
韓
関
係
の
悪
化
な
ど
が
影
響
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
詳
細
は
後
述
す
る
。

　
全
体
で
は
減
少
し
て
お
ら
ず
、
中
国
、
韓
国
以
外
に
大
き
な
変
化

は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
中
国
、
韓
国
を
回
避
し
た
高
校
の
多
く

が
そ
の
代
わ
り
に
台
湾
を
選
択
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の

数
は
二
〇
〇
六
年
三
二
校
だ
っ
た
の
が
、
二
〇
一
〇
年
六
〇
校
、
二

〇
一
五
年
二
二
四
校
と
増
加
を
続
け
、
二
〇
一
八
年
に
は
最
多
の
三

五
七
校
に
達
し
、
海
外
修
学
旅
行
を
実
施
し
た
高
校
全
体
の
約
三

七
％
、
五
万
七
五
四
〇
人
の
高
校
生
が
台
湾
を
訪
問
し
た
こ
と
に
な

る
。

　
一
方
で
、
図
3
、
図
4
の
よ
う
に
公
立
と
私
立
を
比
較
す
る
と
状
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図１　全国高校（公私立）海外修学旅行実施校数
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況
は
異
な
る
。

　
公
私
立
と
も
に
台
湾
が
増
加
し
て
い
る
の
は
共
通
し
て
い
る
が
、

公
立
は
二
〇
〇
六
年
一
五
校
だ
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
八
年
三
二
校
、

二
〇
一
二
年
六
一
校
、
二
〇
一
四
年
一
一
〇
校
、
二
〇
一
九
年
に
は

二
三
五
校
に
達
し
、
公
立
四
九
八
校
の
う
ち
約
四
七
％
、
実
に
約
半

数
の
公
立
高
校
が
台
湾
を
選
択
し
た
こ
と
に
な
る
。
私
立
も
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、
長
く
上
位
に
あ
る
の
は
北
米
（
ハ
ワ
イ
、
グ
ア
ム
含

む
）、
オ
セ
ア
ニ
ア
で
、
台
湾
を
選
択
し
た
の
は
二
〇
一
八
年
の
一

二
四
校
が
最
多
で
、
私
立
七
七
五
校
の
う
ち
約
一
六
％
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
公
立
と
私
立
の
違
い
の
背
景
に
は
公
立
高
校
の
実
施

基
準
の
存
在
が
あ
る
。
私
立
は
各
校
の
方
針
で
旅
行
の
内
容
を
決
定

で
き
る
が
、
公
立
は
各
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
の
修
学
旅
行
実

施
基
準
に
従
っ
て
国
内
外
の
修
学
旅
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。
表
１
は

海
外
修
学
旅
行
に
関
わ
る
部
分
を
抜
粋
し
た
も
の
だ
が
、
ほ
と
ん
ど

の
高
校
で
旅
行
期
間
は
四
泊
五
日
か
五
泊
六
日
以
内
、
旅
行
費
用
は

「
負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
」
の
一
〇
万
円
前
後
で
設
定
さ
れ
て
い

る
。
旅
行
方
面
は
「
規
定
な
し
」「
近
隣
諸
国
」
が
多
い
が
、
中

国
、
韓
国
、
台
湾
等
特
定
す
る
場
合
も
あ
る
。

㈡
　
東
ア
ジ
ア
国
際
情
勢
の
変
化
と
台
湾
修
学
旅
行

　
表
１
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
期
間
、
費
用
、
行
先
の
条
件

に
合
致
し
や
す
い
の
は
中
国
、
韓
国
、
台
湾
等
に
な
る
が
、
更
に

「
政
情
の
安
定
し
た
」
と
い
う
条
件
を
付
す
場
合
も
多
く
、
日
中
関

係
・
日
韓
関
係
の
悪
化
、
中
国
の
環
境
問
題
深
刻
化
、
韓
国
の
北
朝

鮮
リ
ス
ク
な
ど
に
よ
り
、
中
国
・
韓
国
は
こ
の
条
件
に
抵
触
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
保
護
者
・
生
徒
（
場
合

に
よ
っ
て
は
教
職
員
）
の
対
中
、
対
韓
イ
メ
ー
ジ
の
悪
化
も
手
伝

い
、
リ
ス
ク
回
避
の
大
前
提
か
ら
も
台
湾
が
唯
一
の
選
択
肢
と
な

り
、
台
湾
を
選
択
す
る
公
立
高
校
が
一
気
に
増
加
し
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
（
詳
細
は
後
述
）。

　
ま
た
、
表
１
の
基
準
の
う
ち
、
唯
一
熊
本
県
・
熊
本
市
だ
け
が

「
台
湾
」
を
明
示
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
が
、詳
細
は
後
述
す
る
。

⑴
　「
中
国
」
イ
メ
ー
ジ
と
台
湾
修
学
旅
行

　
前
述
の
よ
う
に
、
中
国
イ
メ
ー
ジ
の
悪
化
、
嫌
中
感
情
の
広
が
り

が
、
台
湾
を
修
学
旅
行
の
有
力
な
選
択
肢
に
押
し
上
げ
て
い
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
が
、
具
体
的
に
中
国
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
と
合
わ
せ

て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
図
5
に
よ
れ
ば
、
日
本
世
論
は
二
〇
〇
六
年
以
降
「
良
く
な
い
印

象
を
持
っ
て
い
る
／
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
良
く
な
い
印
象
を
持
っ
て

い
る
」
割
合
が
上
昇
し
、
二
〇
一
四
年
に
は
九
三
％
に
達
し
、
高
止

ま
り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
二
〇
〇
六
年
以
降
の
中
国
イ
メ
ー

ジ
悪
化
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
小
泉
政
権
時
代
に
繰
り
返
さ
れ
た
靖

国
参
拝
、
二
〇
〇
四
年
歴
史
教
科
書
問
題
、
サ
ッ
カ
ー
ア
ジ
ア
カ
ッ

プ
で
の
反
日
行
為
な
ど
か
ら
、
二
〇
〇
五
年
中
国
で
反
日
デ
モ
が
発

生
、
拡
大
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
際
、
中
国
各
地
で
日
系

企
業
、
日
本
料
理
店
、
北
京
の
日
本
大
使
館
や
上
海
の
総
領
事
館
が



75──日本と台湾の歴史観をめぐる双方向メディアとしての海外修学旅行

表１　2021年度全国都道府県並びに政令指定都市の修学旅行実施基準概要（抜粋）

都道府県
政令指定都市 旅行期間 旅行費用 旅行方面

北海道 ４泊５日以内 必要最小限度 規定なし

岩手県 ５泊６日以内 95,000円以内 規定なし

山形県 ４泊５日以内 120,000円以内 規定なし

宮城県 ４泊５日以内 162,000円以内 規定なし

群馬県 ５泊６日以内 適切な額とする 近隣アジア諸国

千葉県 ４泊５日以内 保護者の経済的負担を十分考
慮してその軽減に努力する 政情の安定した近隣諸国

東京都 ４泊５日以内 115,000円以内
治安、衛生、交通機関などの状
況が良好であり、修学旅行のね
らいが達成できる地域

神奈川県 ５泊６日以内 保護者の経済的負担を十分考
慮した適切な額

政情の安定し受け入れ体制の
整った国、地域を選定すること

石川県 ４泊５日以内 積立金によることを原則とする 韓国など近隣諸国

愛知県 ４泊５日以内 125,000円以内 現地事情等について十分な調査
と検討を行った上で選定する

三重県
生徒の健康・
安全に配慮し
定める

目的の達成と保護者の経済的
負担を考慮した適正な額

国際理解教育等ができる目的地
を選定する。国際交流や国際理
解等に係る教育活動と位置づ
け、特に実施のねらい、教育的
意義を明確にして実施する

大阪府 ４泊５日以内 保護者の過重な負担にならな
いように節約に努める

効果的な国際理解教育が実施で
きる条件を備えていること

鳥取県 ５泊６日以内 保護者の負担過重とならない
よう必要最小限度とする

日数、経費、安全及び学校の実
態等を考慮し、あらかじめ計画
された旅行目的が達成できるよ
う選定する

福岡県 規定なし 保護者の経済的負担及び修学
旅行の教育的効果を十分考慮 規定なし

佐賀県 ５泊６日以内 規定なし 政情の安定した近隣諸国・地域

長崎県 ５泊６日以内 韓国83,000円程度
中国122,000円程度を上限 中国並びに韓国を原則とする

熊本県 ５泊６日以内 韓国84,000円上限
中国及び台湾105,000円上限 原則として、韓国、中国、台湾

横浜市 ５泊６日以内 保護者の過重負担とならない
範囲 規定なし
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被
害
を
受
け
た
。
日
本
の
大
使

館
・
領
事
館
に
向
け
て
、
多
く

の
中
国
人
が
声
を
張
り
上
げ
、

モ
ノ
が
投
げ
込
ま
れ
る
ニ
ュ
ー

ス
は
中
国
イ
メ
ー
ジ
を
深
く
傷

付
け
、
そ
の
後
二
〇
一
〇
年
九

月
七
日
の
尖
閣
諸
島
に
お
け
る

中
国
漁
船
衝
突
事
件
を
経
て
、

二
〇
一
二
年
九
月
の
尖
閣
諸
島

国
有
化
以
降
の
領
土
問
題
に
伴

う
反
日
デ
モ
と
二
〇
一
三
年
頃

か
ら
盛
ん
に
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

た
「PM

2.5

」
に
代
表
さ
れ
る

中
国
の
大
気
汚
染
問
題
が
決
定

的
と
な
り
、
日
本
世
論
の
中
国

に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

は
固
定
化
し
、
中
国
世
論
の
日

本
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
と
は
対
照

的
に
ほ
と
ん
ど
改
善
す
る
こ
と

な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
と
図
2
の
高

校
海
外
修
学
旅
行
の
状
況
を
重

ね
て
み
る
と
、
二
〇
〇
六
年
以

都道府県
政令指定都市 旅行期間 旅行費用 旅行方面

大阪市 ４泊５日以内 中国120,000円程度
韓国90,000円程度 原則として中国・韓国に限る

福岡市 ５泊６日以内 特になし 規定なし

熊本市 ５泊６日以内 韓国80,000円
中国、台湾100,000円程度

海外は原則として韓国、中国、
台湾

注：これ以外に付帯条件がついており、多くが事前に教育委員会や教育長と協議すること、
とあり、更に生徒、保護者の同意を得ること等の条件が付いている。
出所：公益財団法人日本修学旅行協会「2021（令和３）年度修学旅行実施基準概要一覧」から
抜粋。https://jstb.or.jp/files/libs/3181/202107081622245653.pdf（2021年10月10日最終確認）
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図５　日本世論・中国世論の相手国に対する印象

出所：2020年第16回日中共同世論調査結果。
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降
台
湾
が
上
昇
し
始
め
、
二
〇
一
一
年
、
二
〇
一
二
年
か
ら
急
上

昇
、
一
方
中
国
は
二
〇
〇
七
年
以
降
下
降
を
始
め
、
二
〇
一
一
年
か

ら
急
下
降
し
て
お
り
、
日
中
関
係
の
悪
化
と
日
本
世
論
の
中
国
イ

メ
ー
ジ
の
悪
化
は
、
中
国
修
学
旅
行
の
減
少
、
台
湾
修
学
旅
行
の
増

加
と
見
事
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
国
に
お
け
る
反
日

デ
モ
に
よ
り
「
政
情
不
安
」
と
目
さ
れ
修
学
旅
行
実
施
基
準
に
抵
触

し
、
ま
た
、
保
護
者
・
生
徒
の
中
国
イ
メ
ー
ジ
の
悪
化
に
よ
り
中
国

へ
の
修
学
旅
行
は
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

⑵
　「
台
湾
」
イ
メ
ー
ジ
と
台
湾
修
学
旅
行

　
中
国
や
韓
国
に
代
わ
っ
て
増
加
し
た
台
湾
修
学
旅
行
だ
が
、
な
ぜ

台
湾
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日

本
と
台
湾
双
方
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　
図
6
は
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
に
よ
る
（
日
本
人
の
）「
台

湾
に
関
す
る
意
識
調
査
」
及
び
日
本
台
湾
交
流
協
会
（
旧
交
流
協

会
）
に
よ
る
「
台
湾
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
」
を
グ
ラ
フ
に
ま
と

め
た
も
の
で
あ
〉
1
〈

る
。
双
方
と
も
に
毎
年
実
施
は
し
て
お
ら
ず
、
調
査

機
関
や
調
査
方
法
、
選
択
肢
等
は
一
致
し
て
い
な
い
た
め
完
全
な
も

の
で
は
な
い
が
、
双
方
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
を
読
み
解
く
十
分
な
材

料
と
な
る
。

　
図
6
に
よ
れ
ば
、
日
本
世
論
が
台
湾
を
「
身
近
に
感
じ
る
／
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
身
近
に
感
じ
る
」
割
合
は
二
〇
〇
九
年
五
六
％
か
ら

二
〇
一
一
年
六
六
・
九
％
と
大
幅
に
増
え
、
そ
の
後
も
増
加
傾
向
が

続
き
、
近
年
は
八
〇
％
近
く
で
推
移
し
て
い
る
。
一
方
「
親
し
み
を

感
じ
な
い
／
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
は
二
〇
〇

九
年
四
四
％
か
ら
減
り
続
け
、
二
〇
二
〇
年
五
・
三
％
ま
で
減
少
し

て
い
る
。
日
本
世
論
の
台
湾
イ
メ
ー
ジ
は
二
〇
一
一
年
が
契
機
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
の
年
の
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
台
湾
か
ら
の
莫
大
な
義
援
金
の
ニ
ュ
ー
ス
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
台
湾
に
関
す
る
知
識
が
乏
し
い
中
で

ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
、
台
湾
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
み

始
め
た
。
二
〇
一
六
年
の
「
台
湾
に
関
す
る
意
識
調
査
」
に
よ
れ

ば
、「
台
湾
の
支
援
を
知
っ
て
い
る
／
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
し

た
日
本
人
は
七
二
・
五
％
に
上
り
、
日
本
人
の
台
湾
入
国
者
数
も
二

〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
は
一
〇
〇
万
人
前
後
で
推
移
し
て

い
た
の
が
、
二
〇
一
一
年
約
一
三
〇
万
人
、
二
〇
一
六
年
約
一
八
〇

万
人
、
二
〇
一
九
年
約
二
〇
〇
万
人
と
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
〉
2
〈

る
。
更
に
は
日
本
に
お
け
る
タ
ピ
オ
カ
ブ
ー
ム
以
降
の
台
湾
食
文

化
の
流
行
と
定
着
も
こ
れ
ら
を
後
押
し
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
以
上
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
台
湾
イ
メ
ー
ジ
は
二
〇
一
一
年
以

降
良
好
な
状
態
に
あ
り
、「
台
湾
に
関
す
る
意
識
調
査
」
に
よ
れ
ば

二
〇
一
一
年
以
降
「
親
日
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
日
本
世
論
は
七
割
〜

八
割
で
推
移
し
、
日
本
人
の
台
湾
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
親
日
」
で
定

着
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
う
し
た
台
湾
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
は
、
奇
し
く
も
前
述
の
中
国
イ

メ
ー
ジ
の
変
化
と
ほ
ぼ
時
を
一
に
し
て
い
る
。
嫌
中
、
嫌
韓
感
情
が
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拡
大
す
る
中
で
、
前
述
の
よ
う
な
台
湾
に
関
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

ニ
ュ
ー
ス
に
よ
っ
て
日
本
世
論
の
台
湾
に
関
す
る
興
味
関
心
が
一
気

に
広
ま
り
、
台
湾
イ
メ
ー
ジ
の
好
転
に
リ
ン
ク
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
蔡
英
文
政
権
誕
生
以
降
の
度
重
な
る

中
国
政
府
の
台
湾
へ
の
圧
力
に
つ
い
て
、
日
本
世
論
は
、
複
雑
な
歴

史
的
背
景
を
一
顧
だ
に
せ
ず
、
単
に
「
中
国
の
台
湾
イ
ジ
メ
」
と
し

て
認
識
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
図
6
の
日
本
世
論
が
台
湾
を

「
身
近
に
感
じ
る
／
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
身
近
に
感
じ
る
」
割
合
が

二
〇
一
六
年
か
ら
再
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
両
岸
関
係
が
悪

化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
中
国
イ
メ
ー
ジ
は
下
降
し
、
台
湾
イ
メ
ー
ジ
が

上
昇
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
台
湾
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
に
つ
い
て
、
図
2
の
高
校

海
外
修
学
旅
行
の
状
況
を
重
ね
て
み
る
と
、
二
〇
一
一
年
、
二
〇
一

二
年
か
ら
台
湾
を
選
択
す
る
高
校
が
急
上
昇
し
て
い
る
こ
と
と
直
結

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
嫌
中
感
情
の
拡
大
と
台
湾
へ
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
興
味
関
心
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
日
本
世
論
の
中
で
台
湾

を
「
中
国
」
か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
多
く
の
高
校
で
リ

ス
ク
の
少
な
い
修
学
旅
行
の
訪
問
先
と
し
て
台
湾
を
選
択
す
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
　
台
湾
の
本
土
化
と
台
湾
修
学
旅
行

　
台
湾
が
日
本
か
ら
の
旅
行
先
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中

56.0

66.9 66.5 69.0

74.0
78.1 77.6

44.0 33.1

13.1
7.8 8.0 6.1 5.3

69.0 62.0

75.0

65.0

80.0

70.0

12.0 13.0 10.0
15.0

7.0
7.00

10

20

30

40

50

60

70

80

90

2008 2009 2011 2012 2015 2016 2017 2018 2019 2020

日本世論：身近に感じる／どちらかというと身近に感じる
日本世論：親しみを感じない／どちらかというと親しみを感じない
台湾世論：非常に親しみを感じる／どちらかといえば親しみを感じる
台湾世論：親しみを感じない／どちらかといえば親しみを感じない

（年）

（％）

図６　日本世論・台湾世論の相手国に対する印象
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で
、
受
入
側
の
台
湾
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、
こ
こ
で

は
台
湾
の
「
本
土
化
」、
及
び
そ
れ
に
伴
う
歴
史
遺
産
・
遺
構
の

「
古
跡
」
指
定
と
そ
の
観
光
地
化
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

㈠
　
台
湾
本
土
化
と
日
本
統
治
時
代
の
遺
構
の「
古
跡
」指
定

　
一
九
九
〇
年
代
台
湾
の
民
主
化
と
共
に
、
台
湾
本
土
化
が
進
展
し

て
き
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
の
柱
が
「
郷
土
教
育
」
で
あ
る
。
一
九

九
四
年
台
湾
全
土
の
小
学
校
に
「
郷
土
教
学
活
動
」、
中
学
校
に

「
郷
土
芸
術
活
動
」
と
「
認
識
台
湾
」
の
教
科
が
設
置
さ
れ
た
。
台

湾
は
「
中
国
史
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
外
れ
、
台
湾
本
位
の
「
台
湾

史
」
形
成
の
試
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
林
﹇2014

﹈
に
よ
れ
ば
、
一

九
九
〇
年
前
後
台
湾
で
は
「
郷
土
探
し
」
が
広
ま
っ
た
が
、
そ
の
一

つ
の
成
果
が
教
科
書
『
認
識
台
湾
』
に
日
本
統
治
時
代
が
記
述
さ
れ

た
こ
と
に
あ
る
。
日
本
統
治
時
代
は
「
中
国
と
は
異
な
る
台
湾
社
会

の
独
自
性
、
特
殊
性
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
日

本
統
治
時
代
に
造
ら
れ
た
建
築
物
も
、
民
族
的
な
も
の
を
越
え
た
普

遍
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
再
評
価
・
再
発
見
」﹇
林 2014: 207
﹈
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
台
湾
に
お
け
る
日
本
統
治
時
代
の
再
評
価
・
再
発
見

は
、
同
時
代
の
建
築
物
を
文
化
財
と
し
て
保
存
、
す
な
わ
ち
「
古

跡
」
指
定
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

⑴
　
文
化
資
産
保
存
法
の
変
遷

　
日
本
統
治
時
代
の
遺
構
の
古
跡
指
定
は
「
文
化
資
産
保
存
法
」

（
以
下
保
存
法
）
で
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
変
遷
を

見
て
い
き
た
い
。

　
菅
野
﹇2011

﹈
に
よ
れ
ば
、
台
湾
に
お
け
る
「
文
化
」
の
保
存

は
、
国
府
「
遷
台
」
後
の
「
中
国
化
」
の
推
進
と
連
動
し
、「
文
化
」

の
保
存
は
「
中
華
民
族
固
有
の
道
徳
文
化
」
の
保
存
を
指
す
も
の

だ
っ
た
。
無
形
文
化
と
し
て
は
孔
子
や
孟
子
な
ど
の
思
想
で
あ
り
、

有
形
文
化
と
し
て
は
大
陸
か
ら
運
ば
れ
た
故
宮
の
文
物
で
あ
り
、
台

湾
に
存
在
す
る
古
跡
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
台

湾
で
長
年
存
在
し
た
文
化
財
保
護
の
法
律
は
大
陸
で
公
布
さ
れ
た

「
古
物
保
存
法
」（
一
九
三
〇
年
公
布
）
だ
っ
た
。

　
一
九
七
〇
年
代
、
外
交
危
機
に
陥
っ
た
国
府
は
「
愛
郷
土
、
更
愛

国
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
中
で
、
台
湾
独
自
の
歴
史
・
文
化
の

重
視
へ
少
し
ず
つ
舵
を
切
っ
て
い
っ
た
。「
郷
土
」（
台
湾
）
に
残
る

文
化
資
産
の
保
存
運
動
が
各
地
で
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ

の
動
き
に
対
応
す
る
べ
く
一
九
八
二
年
五
月
二
六
日
「
文
化
資
産
保

存
法
」
は
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
保
存
法
は
こ
れ
ま
で
六
回
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下

同
法
八
二
年
公
布
時
の
「
第
一
条
」「
第
三
条
」
を
中
心
に
、
そ
の

後
の
修
正
点
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
て
み
た
い
。

　
ま
ず
第
一
条
に
つ
い
て
、
表
2
に
よ
れ
ば
大
き
く
修
正
さ
れ
た
の

が
二
〇
〇
五
年
で
あ
る
。
第
一
条
は
同
法
の
目
的
を
指
し
示
す
も
の

で
あ
る
が
、
一
九
八
二
年
の
「（
前
略
）
中
華
文
化
の
発
揚
す
る
こ

と
を
主
旨
と
す
る
」
の
箇
所
が
、
二
〇
〇
五
年
で
は
「（
前
略
）
多
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表２　文化資産保存法の主な修正点

1982. 5.26

第１条　本法は文化遺産の保存をもって国民の精神生活を充実させ、中華文化
の発揚することを主旨とする。

第３条　本法でいう文化遺産とは歴史、文化、芸術的価値を有す次の資産を指
す。

一、古物：鑑賞、研究、発展、宣揚に供すことができ、歴史及び芸術価値を備
えた、或いは教育部指定の器物を指す。

二、古跡：古い建築物、遺跡及びその他文化的遺跡を指す。
三、民族芸術：民族及び地方特有の芸術を指す。
四、民俗及び関連文物：国民生活に関する食、衣、住、行、敬祖、信仰、祝祭
日、余興及びその他の風俗、習慣と関わる文物を指す。

五、自然文化景観：人類の歴史文化が生まれた背景、区域、環境及び希少な動
植物を指す。

1997. 1.22 （第31‒1、36‒1条を追加）

1997. 5.14 （第27、30、35、36条を修正追加）

2000. 2. 9

第３条　（追加分）
六、歴史建築：古跡未指定だが、歴史的、文化的価値を有す建築物、伝統集
落、古市街及びその他歴史文化遺跡を指す。

（第３、５、27、28、30、31‒1条修正追加、27‒1、29‒1、30‒1、30‒2、31‒2条を追加）

2002. 6.12 （第16、31、32条修正）

2005. 2. 5

第１条　文化資産を保存及び活用し、国民の精神生活を充実させ、多元文化を
発揚するために、特に本法を制定する。

第３条　本法のいう文化資産とは歴史、文化、芸術、科学等の価値を有し、指
定或いは登録を受けた次の資産を指す。

一、古跡、歴史建築、集落：人類が生活に必要なものとして建てた、歴史的、
文化的価値のある建造物及び付属施設群を指す。

二、遺跡：かつて人類の生活によって残された歴史的、文化的意義を有す遺
物、遺跡及びそれらが定める空間を指す。

三、文化景観：神話、伝説、奇跡、歴史的事件、コミュニティの生活或いは儀
式の行為によって定められた空間及び関連の環境を指す。

四、伝統芸術：各族群と地方に伝わる伝統技芸と芸能を指す。伝統工芸美術及
び舞台芸術も含む。

五、民俗及び関連文物：国民生活に関する伝統並びに特殊な文化的意義を有す
風俗、信仰、祝祭日及び関連文物を指す。

六、古物：各時代、各族群において人が生み出した文化的意義を有す芸術作
品、生活用品及び儀式用品及び図書文献等を指す。

七、自然風景：保全する価値のある自然区域、地形、植物及び鉱物を指す。
（全文を修正公布）

2011.11. 9 （第35条修正）

2012. 5.21
文化部発足し、文化資産保存を管轄
※それまでは「教育部文化局」（1967年発足）「行政院文化建設委員会」（1981
年発足）が管轄。

出所：歴代の「文化資産保存法」から抽出し作成。  
https://nchdb.boch.gov.tw/law/lawSystem/6/20134（2021年11月23日最終確認）
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元
文
化
を
発
揚
す
る
た
め
」
と
大
き
く
修
正
さ
れ
て
い
る
。
当
時
陳

水
扁
民
進
党
政
権
下
に
あ
っ
て
、「
中
華
文
化
」
か
ら
台
湾
独
自
の

「
多
文
化
」
へ
と
い
う
「
脱
中
華
」
へ
の
動
き
を
文
字
通
り
表
し
て

お
り
、「
郷
土
」
教
育
な
ど
「
本
土
化
」
推
進
と
連
動
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　
次
に
第
三
条
に
つ
い
て
、
表
2
に
よ
れ
ば
二
〇
〇
二
年
に
追
加
さ

れ
て
い
る
が
、
大
き
く
修
正
さ
れ
た
の
は
第
一
条
と
同
様
に
二
〇
〇

五
年
で
あ
る
。
第
三
条
は
同
法
で
い
う
「
文
化
資
産
」
が
何
を
指
し

て
い
る
か
を
規
定
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇
五
年
の
修
正
で
は
「
中
華

文
化
」
の
枠
を
外
し
、「
多
文
化
を
発
揚
す
る
た
め
」
の
内
容
に
修

正
さ
れ
て
い
る
。
一
項
の
「
古
跡
」
の
対
象
に
「
集
落
」
が
加
え
ら

れ
、「
文
化
景
観
」
を
切
り
離
し
三
項
と
し
て
独
立
し
た
こ
と
、
そ

し
て
四
項
、
六
項
に
「
族
群
」（
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
）
が
加
え

ら
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
同
法
の
詳
細
を
定
め
た
「
文
化
資
産

保
存
法
施
行
細
則
」（
以
下
施
行
細
則
）（
二
〇
〇
六
年
三
月
一
四
日

修
正
版
）
に
よ
れ
ば
、「
集
落
」
に
は
「
原
住
民
部
落
」、「
荷
西
時

期
街
区
」（
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ペ
イ
ン
時
期
の
街
並
み
）、「
漢
人
街

口
」、「
日
治
時
期
移
民
村
」（
日
本
統
治
時
代
の
移
民
村
）
や
「
近

代
宿
舎
」「
眷
村
」（
外
省
人
の
軍
人
家
族
が
密
集
し
居
住
し
た
地

域
）
を
含
む
と
規
定
し
て
お
り
、
日
本
の
植
民
統
治
時
代
や
戒
厳
令

下
の
様
々
な
文
化
、
遺
構
の
保
存
や
先
住
民
族
、
客
家
な
ど
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
文
化
へ
の
尊
重
、
が
広
ま
る
中
で
、
台
湾
の
「
多
文
化
」

「
多
元
化
」「
多
様
化
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
影
響
を
与
え
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

⑵
　「
古
跡
」「
歴
史
建
築
」「
集
落
」
指
定

　
こ
こ
で
は
保
存
法
の
中
で
、
特
に
観
光
地
化
し
や
す
い
と
思
わ
れ

る
「
古
跡
」
及
び
「
歴
史
建
築
」「
集
落
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
指
定
さ
れ
て
き
た
の
か
見
て
い
き
た
い
。

　
同
法
第
二
七
条
で
は
「
古
跡
」
の
指
定
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
、
二

〇
〇
五
年
以
降
は
「
歴
史
建
築
」「
集
落
」
が
追
加
さ
れ
、
第
一
四
条

で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
表
3
に
よ
れ
ば
、
当
初
は
内
政
部
、
つ
ま
り

中
央
政
府
が
審
査
・
指
定
の
権
限
を
有
し
、
か
つ
一
級
か
ら
三
級
ま

で
ラ
ン
ク
付
け
し
て
い
た
が
、
一
九
九
七
年
五
月
の
修
正
に
よ
り
ラ

ン
ク
付
け
は
無
く
な
り
、
国
・
省（
市
）・
県（
市
）
の
三
つ
の
指
定

に
分
け
ら
れ
、権
限
が
地
方
自
治
体
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
施
行
細
則
で
は
表
4
の
よ
う
に
保
存
法
第
三
条
の
古
跡
、

歴
史
建
築
等
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
か
示
し
て
い

る
。

　
二
〇
〇
五
年
の
保
存
法
の
大
き
な
修
正
に
よ
り
施
行
細
則
も
修
正

が
加
え
ら
れ
、
駅
、
堤
防
、
ダ
ム
、
灯
台
、
産
業
設
備
等
近
代
以

降
、
す
な
わ
ち
日
本
統
治
時
代
、
戒
厳
令
下
等
の
古
跡
、
歴
史
建
築

が
新
た
に
対
象
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
次
に
、
具
体
的
に
古
跡
指
定
さ
れ
た
対
象
に
つ
い
て
見
て
い
き
た

い
。
一
九
八
二
年
の
保
存
法
施
行
後
の
指
定
状
況
に
つ
い
て
は
、
現

在
文
化
部
文
化
資
源
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
国
家
文
化
資
産
網
」
内

の
「
文
化
資
産
」
か
ら
検
索
が
可
能
で
あ
〉
3
〈

る
。
表
5
は
同
サ
イ
ト
を
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表３　文化資産保存法における「古跡」指定の主な修正点

1982. 5.26
第27条　古跡は内政部がこれを指定し、その歴史文化的価値によって第一級、
第二級、第三級の三種に区分し、それぞれ内政部、省（市）政府民政庁（局）
及び県（市）政府がその主管機関とする。（後略）

1997. 5.14
第27条　古跡はその主管機関によって、国定、省（市）定、県（市）定の３
類に分け、それぞれ内政部、省（市）政府及び県（市）政府がこれを審査・指
定し、それぞれの上級主管機関に報告する。（後略）

2005年
以降 第14条　同上

注：2005年の修正から「古跡」に「歴史建築」「集落」が加わっている。
出所：歴代の「文化資産保存法」から抽出し作成。  

https://nchdb.boch.gov.tw/law/lawSystem/6/20134（2021年11月23日最終確認）

表４　文化資産保存法施行細則（抜粋）

文化資産保存法施行細則
（1984. 2.22）

第３条　本法第３条第２項のいう古建築物は、全体或いは重要
な部分が残っている年代の古い建築物を指す。城郭、開塞、市
街、宮殿、官庁、書院、邸宅、寺塔、祠廟、牌坊、陵墓、門、
橋及びその他建築物を含む。

文化資産保存法施行細則
（2006. 3.14）

第２条　本法第３条第１項で定める古跡及び歴史建築は、全体
或いは重要な部分が残っている年代の古い建築物を指す。祠
堂、寺廟、邸宅、城郭、開塞、官庁、駅、書院、石碑、教会、
牌坊、堤防・ダム、灯台、橋及び産業設備等を含む。

出所：歴代の「文化資産保存法施行細則」から抽出し作成。  
https://nchdb.boch.gov.tw/law/lawSystem/8/20259（2021年11月23日最終確認）

表５　保存法第３条の指定状況

期　間 保存法第３条
の対象全て キーワード「日治」をいれた場合

1982‒1992 205件 68件（古跡）

1993‒2005
（修正前） 482件 178件（古跡）

2005（修正後）
‒2014 2690件

531件　内訳： 古跡139件、歴史建築286件、集落０件、
古物43件、その他

2015‒現在 2427件
591件　内訳： 古跡122件、歴史建築300件、集落５件、

古物60件、その他

出所：文化部国家文化資産網「文化資産複合査詢」を使用、抽出し作成。  
https://nchdb.boch.gov.tw/assets/advanceSearch（2021年11月23日最終確認）
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利
用
し
、
保
存
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
に
つ
い
て
、
四
つ

の
期
間
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
全
件
数
及
び
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

日
本
統
治
時
代
を
意
味
す
る
「
日
治
」
を
追
加
し
た
結
果
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
日
本
統
治
時
代
に
改
修
し
た
も
の
も
含
む
た
め
、

完
全
な
も
の
で
は
な
い
が
、
傾
向
を
掴
む
こ
と
は
で
き
る
。

　
表
5
に
よ
れ
ば
保
存
法
の
指
定
の
件
数
が
修
正
前
一
〇
年
間
で
四

八
二
件
か
ら
、
修
正
後
一
〇
年
間
で
二
六
九
〇
件
と
五
倍
以
上
増
え

て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
の
保
存
法
修
正
が
一
つ
の
分
岐
点
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
前
述
の
よ
う
に
「
中
華
」
と
い
う
縛
り
を
無

く
し
、
日
本
統
治
時
代
、
族
群
な
ど
対
象
、
及
び
関
連
し
て
想
定
さ

れ
る
建
築
物
を
拡
大
し
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　
ま
た
、「
日
治
」
と
い
う
日
本
統
治
時
代
を
意
味
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
を
入
れ
て
検
索
し
た
場
合
、
保
存
法
修
正
前
一
〇
年
間
で
一
七
八

件
だ
っ
た
の
が
、
修
正
後
一
〇
年
間
で
五
三
一
件
と
約
三
倍
増
加
し

て
お
り
、
保
存
法
修
正
に
よ
り
日
本
統
治
時
代
の
建
築
物
が
多
く
対

象
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
〉
4
〈

る
。
検
索
結
果
を
概
観
す
る
と
、
特

に
「
歴
史
建
築
」
が
多
く
、
当
初
は
、
台
湾
総
督
府
及
び
「
州
・

庁
・
市
」
等
の
庁
舎
、
軍
・
警
察
関
係
、
工
場
、
鉄
道
等
の
近
代
産

業
遺
構
な
ど
公
的
か
つ
比
較
的
規
模
の
大
き
い
も
の
が
中
心
だ
っ
た

が
、
次
第
に
小
・
中
学
校
、
宿
舎
、
神
社
（
鳥
居
な
ど
一
部
残
存
し

た
も
の
が
多
い
）、
一
般
住
宅
、
碑
文
な
ど
小
規
模
施
設
、
民
間
施

設
な
ど
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
た
め
、

具
体
的
な
考
察
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

⑶
　
日
本
統
治
時
代
遺
構
の
観
光
地
化

　
以
上
の
よ
う
に
「
古
跡
」「
歴
史
建
築
」
に
指
定
さ
れ
た
日
本
統

治
時
代
の
遺
構
は
、
台
湾
各
地
で
文
化
資
産
と
し
て
保
存
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
重
要
な
活
用
方
法
の
一
つ
が
観
光
地
化
で
あ

る
。
特
に
、
台
湾
へ
の
日
本
人
観
光
客
が
増
加
傾
向
に
な
り
、
台
湾

政
府
の
観
光
政
策
に
お
い
て
も
日
本
人
観
光
客
を
い
か
に
増
や
す
か

が
重
要
な
議
題
に
な
っ
た
こ
と
で
、
日
本
人
観
光
客
が
好
む
日
本
統

治
時
代
の
遺
構
は
重
要
な
観
光
資
源
と
な
り
、
観
光
地
化
が
進
ん

だ
。
台
北
だ
け
で
は
な
く
、
特
に
観
光
資
源
の
乏
し
い
台
北
以
外
の

自
治
体
に
お
い
て
、
同
遺
構
の
観
光
地
化
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ

た
。
そ
の
典
型
例
が
後
述
す
る
「
烏
山
頭
水
庫
風
景
区
」
で
あ
る
。

同
地
は
台
湾
へ
の
日
本
人
観
光
客
や
修
学
旅
行
増
大
に
伴
っ
て
、
日

本
で
急
速
に
知
名
度
が
高
ま
っ
た
八
田
與
一
と
い
う
人
物
縁
の
場
所

で
あ
り
、
日
本
人
観
光
客
が
台
南
ま
で
足
を
延
ば
し
て
も
ら
う
た
め

に
整
備
さ
れ
、
観
光
地
化
し
た
場
所
で
あ
る
（
詳
細
は
後
述
）。

㈡
　
台
湾
観
光
立
国
と
台
湾
修
学
旅
行

⑴
　
台
湾
の
観
光
政
策

　
以
上
の
よ
う
な
日
本
統
治
時
代
の
遺
構
の
「
古
跡
」「
歴
史
建

築
」
指
定
は
、
台
湾
の
本
土
化
や
観
光
政
策
と
連
動
し
、
各
地
で
観

光
地
化
が
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
の
が
二
〇

〇
二
年
に
発
表
さ
れ
た
「
挑
戦2008

：
国
家
発
展
重
点
計
画2002 ‒
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2007
」（
行
政
院
二
〇
〇
二
〉
5
〈年
）
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
台
湾
政
府
の

重
点
施
策
の
一
つ
に
観
光
が
位
置
づ
け
ら
れ
、「
観
光
客
倍
増
計

画
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
同
時
に
交
通
部
観
光
局
管
轄
下
の
国
家
風
景

区
を
国
立
公
園
、
森
林
公
園
、
民
営
旅
行
区
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
新

た
に
旅
行
ル
ー
ト
を
作
成
す
る
と
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ル
ー
ト
下
に
あ
る
宿
泊
施
設
、
観
光

施
設
整
備
が
進
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
観
光
地
化
し
や
す
い
「
古

跡
」「
歴
史
建
築
」
の
指
定
が
同
時
期
か
ら
急
増
し
て
い
る
こ
と
は

無
関
係
で
は
な
く
、
日
本
統
治
時
代
の
遺
構
も
「
巻
き
込
ま
れ
て
」

い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
後
二
〇
一
三
年
に
発
表
さ
れ
た
「
国
家
発
展
計
画102 ‒

105

」
で
は
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
一
千
万
人
を
目
標
に
、
台
湾
の

多
様
な
資
源
を
生
か
し
、
台
湾
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
文
化
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
新
し
い
観
光
商
品
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
し
た
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
。

　
政
府
の
重
点
施
策
に
組
み
込
ま
れ
た
台
湾
の
観
光
政
策
は
交
通
部

観
光
局
が
主
導
し
、
文
化
部
等
と
連
携
し
「
重
要
観
光
景
点
建
設
中

程
計
画
（97 ‒100

）」（
交
通
部
観
光
局
、
二
〇
〇
八
〉
6
〈年

）、「
重
要
観

光
景
点
建
設
中
程
計
画
（101 ‒104

）」（
交
通
部
観
光
局
、
二
〇
一

一
〉
7
〈年

）、「
重
要
観
光
景
点
建
設
中
程
計
画
（109 ‒112

）」（
交
通
部

観
光
局
、
二
〇
一
九
〉
8
〈年

）、「Tourism
 2020

│
台
湾
永
続
観
光
発
展

方
案
（106 ‒10

〉
9
〈9

）」、「
観
光
大
国
行
動
方
案(104 ‒107 )

」（
交
通
部

観
光
局
、
二
〇
一
七
〉
10
〈年

）、「Tourism
 2025

│
台
湾
観
光
邁
向2025

方
案
（110 ‒114

）」（
交
通
部
観
光
局
、
二
〇
二
一
〉
11
〈年
）
等
で
具
体

化
が
進
み
、
台
湾
内
外
の
観
光
・
旅
行
は
大
き
く
発
展
し
た
。

⑵
　
台
湾
の
日
本
人
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
修
学
旅
行

　
台
湾
の
観
光
政
策
が
進
展
す
る
中
で
、
台
湾
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅

行
客
数
を
確
認
す
る
〉
12
〈

と
、
一
九
八
九
年
に
初
め
て
二
〇
〇
万
人
を
突

破
し
て
以
降
長
年
二
〇
〇
万
人
台
前
半
で
推
移
し
て
い
た
が
、
二
〇

〇
二
年
以
降
の
様
々
な
観
光
政
策
が
功
を
奏
し
順
調
に
上
昇
し
た
。

二
〇
〇
五
年
三
〇
〇
万
人
、
二
〇
〇
九
年
四
〇
〇
万
人
、
二
〇
一
〇

年
五
〇
〇
万
人
、
二
〇
一
一
年
六
〇
〇
万
人
を
超
え
、
二
〇
一
九
年

に
は
一
一
八
六
万
人
に
達
し
た
。
台
湾
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
客

は
、
毎
年
九
割
前
後
ア
ジ
ア
地
区
で
占
め
ら
れ
、
二
〇
一
九
年
は
一

一
八
六
万
人
の
う
ち
、
一
〇
五
六
万
人
が
ア
ジ
ア
地
区
か
ら
の
旅
行

客
だ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
中
国
大
陸
約
二
七
一
万
人
、
日
本
約
二

一
六
万
人
、
香
港
約
一
六
〇
万
人
、
韓
国
約
一
二
四
万
人
、
東
南
ア

ジ
ア
約
二
五
四
万
人
だ
っ
た
。

　
台
湾
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
で
重
視
さ
れ
た
の
は
こ
の
十
年
で
旅

行
者
数
を
増
加
さ
せ
て
き
た
日
本
、
韓
国
、
香
港
及
び
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
で
あ
り
、
前
掲
「Tourism

 2020

―
台
湾
永
続
観
光
発
展
方
案

（106 ‒109

）」
に
よ
れ
ば
、「
日
韓
を
主
に
攻
め
、
欧
米
を
深
め
、
東

南
ア
ジ
ア
に
は
布
石
し
、
大
陸
は
守
る
」
を
戦
略
に
、
リ
ス
ク
の
少

な
い
「
非
大
陸
市
場
」
の
更
な
る
開
拓
が
必
要
と
さ
れ
、「
日
韓
市

場
」「
欧
米
市
場
」「
香
港
・
マ
カ
オ
市
場
」「
東
南
ア
ジ
ア
市
場
」に
分

類
し
対
策
を
講
じ
て
い
る
。「
日
韓
市
場
」
に
つ
い
て
は
、北
部
台
湾
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以
外
へ
の
誘
導
や
修
学
旅
行
の
誘
致
強
化
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。
特

に
後
者
に
つ
い
て
は
、
在
外
公
館
（
日
本
に
お
い
て
は「
台
北
駐
日

経
済
文
化
代
表
処
」）
を
通
じ
、
修
学
旅
行
の
説
明
会
や
視
察
を
行

い
、
台
湾
の
旅
行
会
社
と
連
携
し
て
台
湾
修
学
旅
行
業
務
の
拡
大
を

行
う
な
ど
、
修
学
旅
行
は
台
湾
の
観
光
政
策
の
重
要
な
柱
の
一
つ
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
台
湾
修
学
旅
行
で
は
多
く
の
場
合
台
湾
の
訪
問
先

現
地
高
校
と
の
交
流
活
動
が
セ
ッ
ト
さ
れ
る
が
、
こ
の
背
景
に
は
、

交
通
部
観
光
局
に
よ
る
受
け
入
れ
高
校
に
対
す
る
補
助
と
教
育
部
の

国
際
教
育
が
関
係
し
て
い
る
。
同
観
光
局
の
日
本
人
観
光
客
拡
大
と

い
う
目
的
と
、
教
育
部
の
国
際
理
解
教
育
が
連
動
し
、
二
〇
〇
二
年

に
「
高
中
職
推
動
国
際
教
育
旅
行
連
盟
」
が
組
織
さ
れ
（
二
〇
〇
四

年
「
台
湾
国
際
教
育
旅
行
連
盟
」
に
改
称
）、
二
〇
二
〇
年
に
は

「
台
湾
国
際
教
育
旅
行
連
盟2.0

」
に
発
展
し
〉
13
〈

た
。
台
湾
の
国
際
観
光

と
国
際
教
育
が
一
体
と
な
り
、
海
外
か
ら
の
修
学
旅
行
受
け
入
れ
と

同
時
に
、
近
年
は
海
外
修
学
旅
行
の
派
遣
も
積
極
的
に
推
進
す
る
な

ど
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
様
々
な
「
国
際
交
流
活
動
」
を
推
進

し
て
い
る
。

　
図
７
に
よ
れ
ば
、
現
地
高
校
の
訪
問
数
は
日
本
の
台
湾
修
学
旅
行

の
増
加
と
ほ
ぼ
動
き
を
一
に
し
て
お
り
、
台
湾
の
高
校
側
の
受
け
入

れ
体
制
の
強
化
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、

図
8
に
よ
れ
ば
、
台
湾
の
高
校
の
日
本
修
学
旅
行
は
、
日
本
の
場
合

と
比
べ
る
と
そ
の
規
模
は
小
さ
い
が
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
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図７　現地高校を訪問した日本の台湾修学旅行

出所：「台日高中国際教育旅行統計」を参照して作成。 
　https://www.roc-taiwan.org/jp/post/9257.html（2021年11月23日最終確認）
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⑶
　 

日
本
の
台
湾
修
学
旅
行
増
加
の
プ
ッ
シ
ュ
要
因
と
プ
ル
要
因

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
六
年
以
降
の
日
本
の
台
湾
修
学
旅
行

増
加
の
プ
ッ
シ
ュ
要
因
と
プ
ル
要
因
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
①
プ
ッ
シ
ュ
要
因

　
・
日
本
世
論
の
対
中
、
対
韓
イ
メ
ー
ジ
の
悪
化

　
・
日
中
関
係
、
日
韓
関
係
の
悪
化

　
・
日
本
世
論
の
対
台
イ
メ
ー
ジ
の
好
転

　
②
プ
ル
要
因

　
・
台
湾
「
本
土
化
」
と
「
脱
中
国
化
」

　
・
日
本
統
治
時
代
の
再
評
価

　
・
観
光
立
国
化
に
伴
う
観
光
地
の
整
備

　
・
日
本
人
観
光
客
重
視
の
観
光
政
策

　
・
日
本
か
ら
の
修
学
旅
行
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

　
・
台
湾
の
高
校
に
お
け
る
「
国
際
化
」
と
の
連
動

　
日
本
側
の
プ
ッ
シ
ュ
要
因
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
内
容
を
含
む
の
に
対

し
、
台
湾
側
の
プ
ル
要
因
の
多
く
は
比
較
的
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
内
容
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
台
湾
側
の
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
た

国
際
観
光
、
国
際
教
育
の
環
境
整
備
に
よ
っ
て
、
台
湾
は
日
本
の
高

校
側
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
「
リ
ス
ク
が
少
な
く
、
安
心
し
て
実
施

で
き
る
」
修
学
旅
行
先
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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図８　現地高校を訪問した台湾の日本修学旅行

出所：図７に同じ。
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三
　
す
れ
違
う
日
本
と
台
湾
の
歴
史
観
と 

台
湾
修
学
旅
行

㈠
　
発
展
途
上
の
日
台
間
修
学
旅
行

　
日
本
の
台
湾
修
学
旅
行
の
代
表
的
な
訪
問
先
は
、
表
６
の
通
り
で

あ
る
。

　
一
見
し
て
典
型
的
な
台
湾
観
光
旅
行
の
訪
問
先
（
故
宮
、
中
正
紀

念
堂
、
忠
烈
祠
、
龍
山
寺
、
１
０
１
、
九
份
等
）
が
多
い
こ
と
が
分

か
る
。
ま
た
、
現
地
高
校
と
の
交
流
と
Ｂ
＆
〉
14
〈
Ｓ
も
多
く
セ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
が
、
前
述
の
通
り
、
台
湾
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
の
結
果

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
定
番
観
光
地
に
現
地
高
校
と
の
交
流
を

セ
ッ
ト
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
日
本
の
台
湾
修
学
旅
行
の
典
型
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
日
本
の
台
湾
修
学
旅
行
は
、
日
台
双
方
で
期
せ
ず
し
て
こ
れ
を
一

気
に
押
し
上
げ
る
結
果
に
な
り
、
こ
の
十
年
余
り
で
十
倍
以
上
に
急

激
に
増
え
た
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
。

⑴
　
日
本
の
「
修
学
旅
行
」
の
課
題
と
台
湾
修
学
旅
行

　
日
本
の
修
学
旅
行
本
来
の
目
的
は
、
文
部
省
（
当
時
）
の
通
達

「
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
等
の
遠
足
・
修
学
旅
行
に
つ
い

て
」（
一
九
六
八
年
一
〇
月
二
〇
日
）
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
は
、
一
般
に
そ
の
教
育
の
場
が
学

校
内
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
遠
足
・
修
学
旅
行
は
学
校
外
に

教
育
の
場
を
求
め
て
行
な
わ
れ
る
活
動
で
あ
る
の
で
、
学
校
内

で
は
得
が
た
い
学
習
を
行
な
う
機
会
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る

よ
う
そ
の
計
画
と
実
施
に
あ
た
つ
て
学
校
の
創
意
と
教
育
的
識

見
を
じ
ゆ
う
ぶ
ん
に
生
か
し
、
い
わ
ゆ
る
物
見
遊
山
や
観
光
旅

行
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
〉
15
〈

と
。

　
し
か
し
、
現
状
に
つ
い
て
、
須
賀
﹇2016

﹈
は
修
学
旅
行
に
代
表

さ
れ
る
「
学
ぶ
観
光
」
が
「
生
徒
の
意
志
を
度
外
視
し
た
「
学
ば
せ

る
観
光
」」﹇
須
賀 2016: 6 1

﹈
に
な
っ
て
お
り
、「
近
年
の
修
学
旅

行
は
既
に
「
学
ば
せ
る
」
も
の
で
す
ら
な
く
な
っ
て
い
る
」﹇
須
賀 

2016: 6 1

﹈、
と
指
摘
す
る
。
更
に
須
賀
は
、「
そ
の
教
育
的
効
果
は

認
知
し
つ
つ
も
、
学
校
側
も
、
修
学
旅
行
を
単
な
る
通
例
の
学
校
行

事
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
そ
の
旅
行
地
の
選
定
か
ら
内
容
、
コ
ー
ス

に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
関
心
を
払
う
も
の
で
は
な
く
、『
例
年
ど
お

り
』
に
実
施
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
」﹇
須
賀 2016: 

6 1

﹈
と
指
摘
し
て
い
る
。
他
に
も
宍
戸
﹇2011

﹈
等
が
旅
行
業
者
な

ど
が
提
案
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
依
存
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

　
こ
の
傾
向
は
よ
り
実
施
に
困
難
が
伴
う
海
外
修
学
旅
行
で
も
同
様

で
あ
ろ
う
。
一
方
で
近
年
の
各
校
教
員
の
負
担
過
重
の
状
況
か
ら
、

「
学
校
の
創
意
と
教
育
的
識
見
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
生
か
し
」
た
「
学

ぶ
観
光
」
を
実
現
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
も
想
像
に
難
く

な
い
。
こ
の
状
況
に
対
応
し
た
の
が
日
本
の
旅
行
業
界
で
あ
り
、
実

施
の
二
〜
三
年
前
か
ら
確
保
す
る
「
事
前
仕
入
れ
方
式
」」﹇
太
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表６　台湾修学旅行の代表的な訪問先一覧

高校名 訪　問　先

姫路市立姫路高校（兵庫） 高校訪問・交流、忠烈祠、故宮、九份、中正紀念堂、B&S

広島なぎさ高校（広島） 高校訪問・交流、企業見学、故宮、総統府

城西大附属高校（東京） 姉妹校訪問・交流、中正紀念堂、龍山寺、九份、龍山寺

奈衣学園高校（大阪） 高校訪問・交流、九份、蓮池潭、忠烈祠、B&S

石巻市立桜坂高校（宮城） 高校訪問・交流、忠烈祠、故宮、九份、烏来瀑布、調理体
験、B&S

県立日彰館高校（広島） 高校訪問・交流、龍山寺、孔子廟、忠烈祠、故宮、101、台
湾大学、九份、総統府、中正紀念堂

府立南丹高校（京都） 高校訪問・交流、中正紀念堂、九份、故宮、忠烈祠、B&S

府立枚方高校（大阪）
高校訪問・交流、国父記念館、龍山寺、体験（足つぼ、太極
拳、小籠包、パイナップルケーキ）、九份、故宮、忠烈祠、
B&S

県立橿原高校（奈良） 高校訪問・交流、九份、故宮、士林、中正紀念堂、龍山寺、
忠烈祠、B&S

県立翔陽高校（熊本） 高校訪問・交流、龍山寺、忠烈祠、九份、台北動物園、B&S

県立上田高校（長野）

Ａ（国際協力：交流協会訪問）、Ｂ（人権行政：台北市政府観
光伝播局）、Ｃ（歴史芸術：故宮、二二八）、Ｄ（ビジネス都
市：台湾日置電機股份有限公司）、E1（教育子ども：台北日
本人学校、天母国民小学、台北市立大学）、E2（医療保健：
台北慈済病院）、Ｆ（環境生命：台北慈済病院）、Ｇ（産業技
術：新竹科学園医科技術生活館、国際米粉有限公司、台積創
新館）のコースに分かれフィールドワーク

出所：各校のHPより抽出し、作成。
　姫路市立姫路高校 https://www.city.himeji.lg.jp/school/category/36-1-0-0-0-0-0-0-0-0.html
　広島なぎさ高校 https://www.nagisa.ed.jp/high/
　城西大附属高校 https://josaigakuen.ac.jp/
　奈衣学園高校 https://hagoromogakuen.ed.jp/
　石巻市立桜坂高校 https://saku-h.myswan.ed.jp/
　県立日彰館高校 http://www.nitsushokan-h.hiroshima-c.ed.jp/
　府立南丹高校 http://www.kyoto-be.ne.jp/nantan-hs/
　府立枚方高校 https://www2.osaka-c.ed.jp/hirakata/
　県立橿原高校 http://www.e-net.nara.jp/hs/kashihara/
　県立翔陽高校 https://sh.higo.ed.jp/shoyo/
　県立上田高校 https://www.nagano-c.ed.jp/ueda-hs/
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田 2015: 199

﹈
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出
し
、「
日
本
の
旅
行
全

般
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」﹇
太
田 2015: 199

﹈
を
構
築
し
、「
安
全

で
有
意
義
な
修
学
旅
行
の
実
現
と
い
う
父
兄
や
教
師
・
地
域
の
想
い

の
実
現
を
可
能
に
し
た
」﹇
太
田 2015: 200

﹈
側
面
を
有
し
て
い

る
。
海
外
修
学
旅
行
を
含
む
修
学
旅
行
の
多
く
が
、
旅
行
会
社
の
提

案
す
る
修
学
旅
行
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
実
施
し

て
い
る
の
が
現
状
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
台
湾
修
学
旅
行
も
ま
た
前

述
の
よ
う
に
、
旅
行
会
社
提
案
の
台
湾
修
学
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
主

流
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

⑵
　
発
展
途
上
の
日
台
間
修
学
旅
行

　
一
方
、
修
学
旅
行
本
来
の
目
的
に
近
づ
け
る
べ
く
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
高
校
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
藤
本
﹇2013

﹈

に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
埼
玉
県
立
朝
霞
高
等
学
校
で
実
施
さ
れ
た

台
湾
修
学
旅
行
は
、
訪
問
先
を
韓
国
か
ら
親
日
で
あ
り
「
加
害
者
側

の
視
点
も
加
え
て
、
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
」﹇
藤
本 2013: 3 7

﹈
台
湾
に
変
え
て
実
施
し
た
。
そ
し
て
、

事
前
学
習
を
次
の
よ
う
に
行
っ
た
。

　
　
①
留
学
生
と
の
交
流
会

　
　
②
台
湾
映
画
鑑
賞

　
　
③「
台
湾
壁
新
聞
」
作
り

　
　
④
文
化
祭
で
の
修
学
旅
行
委
員
に
よ
る
「
麗
し
の
国
　
台
湾
茶

芸
館
」
の
オ
ー
プ
ン

　
　
⑤
台
湾
の
歴
史
学
習

　
　
⑥
交
流
校
の
生
徒
と
手
紙
の
交
換

　
　
⑦
班
別
行
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　
　
⑧
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
『
ア
ジ
ア
の
一
等
国
』
鑑
賞

　
　
⑨
台
湾
ク
イ
ズ
大
会
﹇
藤
本 2013: 3 7

﹈

　
こ
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
同
校
の
台
湾
修
学
旅
行
は
九
割
以
上
の

生
徒
が
満
足
し
、
引
率
教
職
員
の
高
い
評
価
を
得
た
と
い
う
。
一

方
、
課
題
と
し
て
は
、「
平
和
学
習
に
関
し
て
は
も
ど
か
し
さ
を
感

じ
た
」﹇
藤
本 2013: 4 1

﹈、「「
日
本
は
植
民
統
治
時
代
に
台
湾
の

人
々
に
多
大
な
損
害
を
与
え
ま
し
た
、
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
心

に
刻
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
今
後
の
友
好
的
な
東
ア
ジ
ア
を
建
設
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
は
い
か
な
い
」﹇
藤

本 2013: 4 1

﹈
と
言
い
、「
現
地
の
方
た
ち
は
日
本
か
ら
受
け
た
傷

を
忘
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」﹇
藤
本 2013: 4 1

﹈
こ
と
で
、「
日
本
の

統
治
を
悪
く
は
言
わ
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気
が
あ
る
」﹇
藤
本 2013: 

4  1

﹈
と
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
派
遣
側
の
意
図
を
受
入
側
に
理

解
し
て
も
ら
う
な
ど
十
分
な
議
論
、
摺
り
寄
せ
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
よ
う
。

　
一
方
、
台
湾
の
高
校
で
も
現
場
の
教
員
は
理
想
と
現
実
の
は
ざ
ま

で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
蔡
﹇2018

﹈
に
よ
れ
ば
、
日
本

修
学
旅
行
の
課
題
と
し
て
次
の
よ
う
な
点
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一

に
、
三
万
九
〇
〇
〇
〜
四
万
五
〇
〇
〇
台
湾
ド
ル
（
五
泊
六
日
程

度
）
と
い
う
費
用
負
担
が
一
般
家
庭
に
と
っ
て
重
す
ぎ
る
た
め
、
参

加
者
を
集
め
る
の
が
難
し
い
点
。
第
二
に
、
担
当
部
署
（
学
務
処
訓
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育
組
・
活
動
組
）
の
負
担
が
重
す
ぎ
る
点
。
そ
も
そ
も
通
常
業
務
で

忙
し
い
の
に
加
え
、
事
前
事
後
学
習
の
準
備
・
実
施
等
の
負
担
に
よ

り
、
担
当
者
が
頻
繁
に
交
代
し
て
し
ま
う
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
時

間
を
か
け
て
準
備
し
訪
問
し
て
も
、
五
泊
六
日
の
う
ち
、
学
校
訪
問

は
一
、二
校
、
一
校
に
つ
き
六
時
間
程
度
で
、
様
々
な
活
動
を
行
う

が
実
際
の
体
験
時
間
は
短
く
、
余
っ
た
時
間
で
異
文
化
の
見
学
を
行

う
も
十
分
な
時
間
を
取
る
こ
と
は
で
き
ず
、
十
分
な
「
国
際
観
」
の

促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
、
と
指
摘
す
る
。

　
日
台
間
の
修
学
旅
行
は
、
日
台
間
の
観
光
客
拡
大
と
生
徒
の
国
際

理
解
促
進
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
、
修
学
旅
行
と
い
う
「
学

ぶ
観
光
」
の
実
現
と
い
う
理
想
と
、
現
場
の
仕
事
負
担
増
、
家
庭
の

経
済
負
担
増
と
い
う
現
実
の
は
ざ
ま
で
、
日
台
の
現
場
教
員
共
に
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
発
展
途
上
に
あ
る
と
い
え
る
。

⑶
　
日
台
間
観
光
客
不
均
衡
問
題
と
台
湾
修
学
旅
行

　
上
述
の
よ
う
に
、
台
湾
の
観
光
政
策
に
お
け
る
日
本
人
観
光
客
の

拡
大
は
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
二
〇
一
九
年

に
は
二
〇
〇
万
人
を
超
え
、
中
国
大
陸
か
ら
の
観
光
客
に
次
ぐ
人
数

に
達
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
日
本
政
府
観
光
局
の
デ
ー
タ
に
よ

れ
〉
16
〈

ば
、
日
本
へ
の
台
湾
人
観
光
客
数
は
二
〇
一
三
年
に
二
〇
〇
万

人
、
二
〇
一
七
年
に
は
四
〇
〇
万
人
を
超
え
て
お
り
、
日
本
の
総
人

口
約
一
億
二
〇
〇
〇
万
人
に
対
し
、
台
湾
の
総
人
口
約
二
三
〇
〇
万

人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
深
刻
な
不
均
衡
の
状
況
が
長
年
続
い

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
台
湾
政
府
も
問
題
視
し
て
お
り
、
二
〇
一
八

年
行
政
院
観
光
発
展
推
動
委
員
会
で
日
本
市
場
拡
大
を
検
討
す
る

一
〉
17
〈方

、
二
〇
一
九
年
同
委
員
会
で
は
不
均
衡
問
題
解
決
の
検
討
を
指

示
し
て
い
〉
18
〈

る
。

　
こ
の
不
均
衡
問
題
は
、
台
湾
メ
デ
ィ
ア
で
は
数
多
く
報
道
さ
れ
、

台
湾
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
つ
の
解
決
策
に
、

台
湾
観
光
発
展
協
会
副
理
事
長
の
声
と
し
て
、
日
本
の
台
湾
修
学
旅

行
が
挙
げ
ら
れ
て
い
〉
19
〈

る
。

㈡
　
す
れ
違
う
日
本
と
台
湾
の
歴
史
観
と
台
湾
修
学
旅
行

　
上
述
の
よ
う
に
、
日
本
の
台
湾
修
学
旅
行
の
多
く
が
一
般
の
観
光

ツ
ア
ー
と
同
様
に
、「
忠
烈
祠
」
や
「
中
正
紀
念
堂
」
で
た
だ
衛
兵
交

代
式
を
見
る
の
み
で
、
付
属
の
資
料
館
等
で
「
抗
日
戦
争
」
や
「
台

湾
史
」
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
な
く
帰
り
、「
故
宮
」
で
な
ぜ
こ

こ
に
北
京
の
「
故
宮
」
の
宝
物
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
な
く

「
白
菜
」
と
「
豚
肉
」
を
見
て
帰
っ
て
い
る
。

　「
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」﹇
藤
本 

2013: 3 7

﹈
は
ず
の
台
湾
に
お
い
て
、現
地
高
校
で
互
い
に
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
す
る
な
ど
し
て
交
流
し
、
現
地
大
学
生
と
現
地
を
回

る
経
験
は
得
難
い
こ
と
だ
が
、
台
湾
の
歴
史
・
文
化
及
び
日
本
と
の

関
係
を
踏
ま
え
た
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

⑴
　「
忘
却
」
さ
れ
て
き
た
台
湾

　
中
国
や
朝
鮮
半
島
に
関
し
て
は
少
な
か
ら
ず
日
本
史
や
世
界
史
の

授
業
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
台
湾
の
歴
史
や
日
本
の
植
民
地
支
配
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に
つ
い
て
は
深
掘
り
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
川
島
﹇2013

﹈
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
は

「
い
わ
ゆ
る
進
歩
的
な
知
識
人
は
台
湾
を
語
ら
」﹇
川
島 2013: 1 5

﹈

ず
、「
北
京
の
共
産
党
政
権
に
共
感
を
覚
え
る
日
本
の
知
識
人
は
、

「
反
動
」
た
る
蔣
介
石
政
府
の
あ
る
台
湾
の
こ
と
は
語
ら
な
い
こ
と

は
、
あ
る
種
の
矜
持
に
な
っ
て
い
た
」﹇
川
島 2013: 1 5

﹈
と
言
い
、

更
に
「
そ
の
よ
う
な
「
進
歩
的
」
知
識
人
の
姿
勢
は
、
興
味
深
い
こ

と
に
、
日
本
の
植
民
地
支
配
を
過
度
に
肯
定
的
に
捉
え
る
保
守
派
の

一
部
と
結
果
的
に
共
犯
関
係
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
」﹇
川
島 2013: 

1 6

﹈。
そ
の
た
め
「
台
湾
に
対
す
る
植
民
地
責
任
を
め
ぐ
る
議
論
を

覆
い
隠
し
た
」﹇
川
島 2013: 1 6

﹈
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
戦
後
台
湾
は
長
く
日
本
か
ら
「
忘
却
」
さ
れ
、
中
華
民
国
政
府
か

ら
も
「
忘
却
」
さ
れ
る
と
い
う
「
二
重
の
忘
却
」
の
中
に
置
か
れ
、

九
〇
年
代
以
降
の
民
主
化
に
伴
う
「
本
土
化
」
や
「
郷
土
教
育
」
に

よ
り
浮
上
し
て
き
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
依
然
と
し
て
「
忘
却
」

さ
れ
た
状
態
で
、
事
前
学
習
も
十
分
で
は
な
い
状
況
で
台
湾
修
学
旅

行
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑵
　
歴
史
修
正
主
義
と
連
動
す
る
台
湾
修
学
旅
行

　
上
述
の
よ
う
に
、台
湾
の
「
本
土
化
」、「
郷
土
教
育
」
に
よ
り
日
本

統
治
時
代
の
再
評
価
が
進
み
、
同
時
代
の
遺
構
の
文
化
資
産
指
定
が

大
幅
に
増
加
し
た
。
そ
し
て
、
台
湾
政
府
の
観
光
政
策
に
よ
り
日
本

人
観
光
客
誘
致
の
た
め
に
同
文
化
資
産
の
観
光
地
整
備
が
進
め
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
日
本
の
世
論
で
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
中
で
、
台
湾
側
が
日
本
統
治
時
代
を
プ
ラ
ス
評
価
し
て
く
れ
て
い

る
、
と
誇
張
す
る
動
き
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
嫌
中
、嫌
韓
、
そ
し

て
植
民
地
支
配
を
肯
定
し
た
い
日
本
の
歴
史
修
正
主
義
と
連
動
し

た
。
そ
の
動
き
の
一
つ
が
熊
本
県
に
お
け
る
台
湾
修
学
旅
行
で
あ
る
。

　
図
9
に
よ
れ
ば
、
熊
本
県
の
高
校
台
湾
修
学
旅
行
実
施
校
数
は
二

〇
〇
八
年
一
校
だ
っ
た
の
が
、
二
〇
一
七
年
に
は
一
〇
校
に
達
し
、

近
隣
の
福
岡
県
（
図
10
）
と
比
べ
て
も
そ
の
増
え
方
は
顕
著
で
あ

る
。
ま
た
、
表
1
の
修
学
旅
行
実
施
基
準
で
は
、
全
国
で
唯
一
熊
本

県
と
熊
本
市
が
訪
問
先
に
「
台
湾
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　
熊
本
県
の
こ
の
状
況
を
生
ん
だ
立
役
者
は
熊
本
県
立
大
津
高
校
で

あ
る
。
同
校
は
、
二
〇
一
一
年
台
湾
修
学
旅
行
を
実
施
し
て
以
来
毎

年
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
推
進
し
た
当
時
の
同
校
校
長
に
よ
れ
ば

﹇
白
濱 2014

﹈、当
時
熊
本
県
の
「
修
学
旅
行
に
関
す
る
実
施
基
準
」

の
渡
航
先
は
「
国
外
の
場
合
は
原
則
と
し
て
韓
国
、
中
国
と
す
る
」

と
し
て
い
た
。
大
津
高
校
は
例
外
的
措
置
と
し
て
台
湾
修
学
旅
行
を

実
施
し
た
が
、
実
施
後
の
台
湾
修
学
旅
行
が
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
、

韓
国
、
中
国
に
代
わ
る
海
外
修
学
旅
行
の
行
き
先
と
し
て
相
応
し
い

場
所
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
熊
本
県
議
会
に
お
い
て
渡
航
先
に

「
台
湾
」
が
追
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
〉
20
〈

た
。

　
そ
の
後
熊
本
県
・
熊
本
市
と
台
湾
の
交
流
が
進
展
し
、
二
〇
一
三

年
九
月
熊
本
県
・
熊
本
市
は
台
湾
高
雄
市
と
「
国
際
交
流
促
進
覚

書
」
を
締
結
し
、「
観
光
、
教
育
等
の
分
野
に
お
け
る
相
互
交
流
促

進
」
が
含
ま
れ
、
熊
本
高
雄
間
の
定
期
便
就
航
や
双
方
向
で
の
修
学
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旅
行
の
実
施
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
後
順

調
に
交
流
は
進
展
し
、
二
〇
一
七
年
一
月

一
一
日
に
は
「
友
好
交
流
協
定
」
を
締
結

し
、
姉
妹
都
市
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

熊
本
県
・
熊
本
市
と
高
雄
市
と
の
交
流
の

進
展
も
あ
り
、
熊
本
に
お
け
る
台
湾
修
学

旅
行
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
こ
の
大
津
高
校
の
台
湾
修
学
旅
行
は
、

当
時
の
同
校
校
長
が
、
生
徒
の
知
識
が
不

足
し
て
い
る
と
し
て
、
事
前
に
『
パ
ッ
テ

ン
ラ
〉
21
〈

イ
』
上
映
、
金
美
齢
講
演
、
旅
行
中

台
北
で
蔡
焜
燦
講
演
を
行
う
な
ど
（
李
登

輝
も
予
定
し
て
い
た
）、
独
自
の
取
り
組

み
を
展
開
し
、
八
田
與
一
や
「
芝
山
〉
22
〈厳

」

に
ま
つ
わ
る
場
所
や
二
二
八
記
念
館
な
ど

台
湾
戦
後
史
に
関
わ
る
場
所
を
訪
問
す
る

な
ど
、
当
時
の
他
の
台
湾
修
学
旅
行
と
は

一
線
を
画
す
も
の
だ
っ
た
。
同
校
長
は
台

湾
修
学
旅
行
に
つ
い
て
、「
こ
と
さ
ら

“
戦
争
犯
罪
”
を
強
調
し
、
生
徒
に
ま
で

謝
罪
を
求
め
る
よ
う
な
中
国
、
韓
国
よ
り

は
、
友
好
的
な
台
湾
が
ふ
さ
わ
し
い
と

考
〉
23
〈

え
」、
生
徒
の
日
台
友
好
の
感
想
に
対
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し
て
は
、「
こ
こ
に
は
、
戦
後
の
自
虐
史
観
か
ら
解
き
放
た
れ
た
子

供
の
素
直
な
感
想
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
」﹇
白
濱 2014

﹈
と
い

う
。
同
校
長
は
そ
の
後
「
平
井
数
馬
先
生
顕
彰
会
」
会
長
、「
志
賀

哲
太
郎
先
生
生
誕
一
五
〇
年
記
念
顕
彰
会
準
備
委
員
会
」
副
会
長
な

ど
と
し
て
、
熊
本
県
内
の
台
湾
に
縁
の
あ
る
人
物
を
掘
り
起
こ
す
取

り
組
み
を
展
開
す
る
な
ど
、
熊
本
と
台
湾
間
の
発
展
へ
の
貢
献
は
大

き
い
。
し
か
し
、
個
人
的
な
歴
史
修
正
主
義
的
な
思
い
か
ら
、「
八

田
與
一
」
や
「
芝
山
巌
」
を
一
面
的
に
捉
え
、
恣
意
的
に
台
湾
修
学

旅
行
を
実
施
し
た
こ
と
に
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

⑶
　
す
れ
違
う
日
本
と
台
湾
の
歴
史
観

　
近
年
、
八
田
與
一
縁
の
地
「
烏
山
頭
水
庫
風
景
区
」
は
、
台
湾
修

学
旅
行
の
訪
問
先
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
で
、
二
〇

一
一
年
に
は
「
八
田
與
一
紀
念
園
区
」
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
日
本

人
観
光
客
向
け
に
整
備
が
進
ん
だ
。
そ
れ
と
共
に
同
地
を
訪
問
す
る

高
校
も
増
加
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
部
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
大

阪
府
立
夕
陽
丘
高
校
、
津
田
学
園
高
校
、
金
沢
泉
丘
高
校
、
東
海
大

学
山
形
高
等
学
校
、
福
岡
舞
鶴
高
等
学
校
・
福
岡
舞
鶴
誠
和
中
学

校
、
広
島
県
立
忠
海
高
校
、
広
島
山
陽
高
校
な
ど
多
数
に
の
ぼ
り
、

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
八
田
與
一
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
教
科
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
〉
24
〈

り
、
中
学
歴
史
教
科
書
等
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
い
ず
れ
も
八
田
が
ダ
ム
や
用
水
路
を
造
り
、
台
湾
有
数
の
穀
倉

地
帯
に
変
え
た
、
と
い
う
記
述
が
中
心
だ
が
、「
近
代
化
に
貢
献
し

た
日
本
人
」
と
い
う
「
八
田
物
語
」
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
、
修
学

旅
行
の
訪
問
先
と
し
て
選
ば
れ
や
す
く
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
「
物
語
」
に
は
、
日
本
の
植
民
地
支
配
の
一

環
と
し
て
、
と
い
う
説
明
は
無
く
、「
特
定
の
個
人
の
顕
彰
を
軸
と

す
る
「
物
語
」
は
、
学
習
者
の
視
野
を
狭
め
、
歴
史
を
相
対
化
す
る

感
覚
の
芽
を
摘
ん
で
し
ま
う
」﹇
胎
中 2020: 5 3

﹈
危
険
性
を
は
ら

ん
で
い
る
。

　
一
方
、
台
湾
の
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
八
田
の
描
か
れ
方
は
、
八

田
個
人
の
業
績
を
顕
彰
す
る
内
容
で
は
な
く
、
植
民
地
支
配
に
お
け

る
一
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
八
田
の
名
前
は
し
っ

て
い
る
し
、
ダ
ム
建
設
も
評
価
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

台
湾
史
の
ひ
と
コ
マ
に
す
ぎ
な
い
」﹇
胎
中 2020: 5 5

﹈
の
が
台
湾

人
の
一
般
的
な
認
識
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
八
田
以
外
に
も
、
日
本
統
治
時
代
の
遺
構
が
多
く
文
化
資

産
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
好
意
的
に

捉
え
ら
れ
、「
な
つ
か
し
さ
」
を
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
台
湾

観
光
し
て
い
る
。
し
か
し
、
台
湾
で
文
化
資
産
と
し
て
指
定
さ
れ
た

日
本
統
治
時
代
の
遺
構
が
、
手
を
か
け
、
お
金
を
か
け
て
保
存
さ
れ

て
い
る
の
は
、
日
本
統
治
時
代
を
肯
定
す
る
た
め
で
は
な
く
、
日
本

人
観
光
客
拡
大
と
い
う
現
実
的
な
目
的
と
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
動
が
関
係
し
て
い
る
。

　
松
田
﹇2011
﹈
に
よ
れ
ば
、
台
湾
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
は
一
九

九
〇
年
代
か
ら
始
ま
り
、
上
述
の
「
挑
戦2008

：
国
家
発
展
重
点
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計
画2002 ‒2007

」
で
は
、「
新
故
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
計
画
」

が
含
ま
れ
る
な
ど
、
重
点
政
策
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
同
運
動
は
、

「
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
れ
て
弱
体
す
る
地
方
農
村
経
済
を
保

護
し
活
性
化
さ
せ
る
戦
略
で
も
あ
り
、
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
内

在
す
る
ロ
ー
カ
ル
文
化
へ
の
欲
求
の
反
映
」﹇
松
田 2011: 177

﹈
で

も
あ
っ
た
。「
挑
戦2008
」
の
同
計
画
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発

の
た
め
に
、
地
方
の
伝
統
文
化
資
産
を
再
利
用
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら

れ
、
特
色
あ
る
歴
史
建
築
と
し
て
日
本
統
治
時
代
の
遺
構
も
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
松
田
﹇2011

﹈
で
は
台
北
市
の
青
田
街

に
残
る
日
本
式
家
屋
を
挙
げ
て
い
る
〉
25
〈
が
、
同
様
の
例
は
花
蓮
県
の
慶

修
〉
26
〈院

な
ど
多
数
存
在
す
る
。

　
戦
後
七
五
年
が
過
ぎ
、
日
本
統
治
時
代
の
遺
構
は
、
す
で
に
「
日

本
の
も
の
」
で
は
な
く
、「
か
れ
ら
の
も
の
」
に
な
っ
て
お
り
、
新

た
な
「
台
湾
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
育
成
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
日
本
の
台
湾
修
学
旅
行
は
、
日
本
側
で
中
国
・
韓
国
回
避
と
台
湾

イ
メ
ー
ジ
向
上
が
同
時
期
に
発
生
し
た
こ
と
、
台
湾
側
の
観
光
政
策

に
よ
る
日
本
人
観
光
客
拡
大
方
針
が
重
な
っ
た
こ
と
で
、
一
気
に
増

加
し
た
。
し
か
し
、「
こ
の
空
前
の
“
台
湾
修
学
旅
行
ブ
ー
ム
”
は

深
刻
な
問
題
と
隣
り
合
わ
せ
に
あ
り
」、「
日
本
の
教
科
書
の
台
湾
に

関
す
る
記
述
は
限
定
的
で
あ
り
、
台
湾
修
学
旅
行
に
関
す
る
教
育
資

源
、
専
門
的
サ
ポ
ー
ト
が
不
足
」
し
、「
企
画
、
事
前
学
習
、
旅
行

実
施
、
事
後
指
導
に
至
る
一
貫
し
た
教
育
理
念
に
基
づ
く
設
計
が
難

し
く
、
物
見
遊
山
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
〉
27
〈

い
」
の

が
現
状
で
あ
る
。

　
近
年
の
日
本
人
の
台
湾
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
は
、
日
本
人
の
台
湾
観

光
や
台
湾
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
、
高
校
の
台
湾
修
学
旅
行
急
増
に

つ
な
が
っ
た
。
し
か
し
、
台
湾
と
急
接
近
し
た
も
の
の
「
忘
却
」
し

て
い
た
日
本
人
の
台
湾
に
対
す
る
知
識
は
乏
し
く
、
特
に
「
学
ぶ
観

光
」
が
必
要
だ
っ
た
修
学
旅
行
の
実
施
は
困
難
を
伴
っ
た
。
そ
こ
に

日
本
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
が
影
響
し
、
歴
史
修
正
主

義
的
な
内
容
を
含
む
修
学
旅
行
も
実
施
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
台
湾
に

お
け
る
歴
史
の
語
り
が
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
日
本
人

に
好
ま
れ
る
歴
史
の
語
り
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
一
方
台
湾
で
は
、
日
本
統
治
時
代
は
「
日
本
」
や
「
日
本
人
」
と

い
う
枠
組
み
か
ら
外
れ
、「
台
湾
史
」
や
「
台
湾
社
会
」
の
一
部
と

し
て
語
ら
れ
、
そ
の
歴
史
や
文
化
は
す
で
に
「
か
れ
ら
の
も
の
」
に

な
っ
て
い
る
。
八
田
物
語
を
日
本
の
台
湾
へ
の
貢
献
、
日
台
間
の
美

談
と
し
て
捉
え
、「
本
当
に
偉
大
な
こ
と
を
さ
れ
た
の
だ
な
と
改
め

て
感
じ
ま
し
〉
28
〈

た
」
と
高
校
生
が
素
朴
な
感
想
を
述
べ
る
。
ほ
と
ん
ど

真
っ
白
な
生
徒
の
台
湾
に
関
す
る
歴
史
認
識
に
一
方
的
な
日
本
の
語

り
が
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
、「
気
が
つ
か
ぬ
う
ち
に
自
分
に
都
合

の
悪
い
歴
史
を
忘
れ
去
り
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を
心
地
よ
い
記
憶
と
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し
て
組
み
立
て
直
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
」﹇
胎
中 2020: 4 6

﹈。

　
修
学
旅
行
は
そ
の
時
代
の
社
会
情
勢
の
影
響
を
受
け
る
。
国
内
の

広
島
、
長
崎
、
沖
縄
等
の
「
平
和
教
育
」
を
含
む
修
学
旅
行
も
ま
た

そ
の
理
想
と
現
実
の
は
ざ
ま
に
置
か
れ
、
広
島
の
修
学
旅
行
は
ピ
ー

ク
時
の
四
割
減
に
な
っ
て
い
〉
29
〈

る
。
海
外
修
学
旅
行
は
国
境
を
越
え
る

こ
と
で
更
に
国
際
情
勢
の
影
響
を
受
け
、
東
ア
ジ
ア
地
域
は
中
韓
及

び
台
湾
の
様
々
な
歴
史
問
題
が
関
わ
る
こ
と
で
困
難
さ
を
増
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
台
湾
修
学
旅
行
は
、
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
ゆ
え
の

課
題
と
共
に
、
友
好
的
と
見
ら
れ
る
日
台
間
の
歴
史
観
の
ず
れ
を
浮

き
彫
り
に
す
る
と
同
時
に
、
日
中
台
そ
れ
ぞ
れ
の
様
々
な
歴
史
観
を

映
し
出
し
て
い
る
。

注〈
1
〉 

「
台
湾
に
関
す
る
意
識
調
査
」
は
、
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表

処
（https://www.roc-taiwan.org/

）
サ
イ
ト
内
に
お
い
て
「
日
本

人
　
意
識
調
査
」
と
検
索
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
確
認
で
き
た
も
の
で

古
い
も
の
か
ら
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
一
年
、
二
〇
一
六
〜
二
〇
二

〇
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
印
象
に
関
す
る
二
〇
〇
九
年
と
二
〇
一

一
年
の
問
い
は
四
択
、
以
降
は
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
を
入
れ

た
五
択
に
変
わ
っ
て
い
る
。「
台
湾
に
お
け
る
対
日
世
論
調
査
」
は
日

本
台
湾
交
流
協
会
サ
イ
ト
内
（https://www.koryu.or.jp/business/

poll/

）
に
よ
れ
ば
、
第
一
回
（
二
〇
〇
八
）
か
ら
第
六
回
（
二
〇
一

八
）
ま
で
確
認
で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
同
グ
ラ
フ

を
作
成
し
た
。

〈
2
〉 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
日
本
人
海
外
旅
行
動

向
」 https://w

w
w.tourism

.jp/tourism
-database/stats/outbound

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
三
日
最
終
確
認
）

〈
3
〉 https://nchdb.boch.gov.tw/assets/advanceSearch

（
二
〇
二

一
年
一
一
月
二
三
日
最
終
確
認
）

〈
4
〉 

「
日
治
」
を
入
れ
た
検
索
結
果
に
は
、
日
本
統
治
時
代
に
修
復

し
た
遺
構
な
ど
も
含
ま
れ
る
た
め
、
日
本
統
治
時
代
の
遺
構
で
は
な

い
も
の
も
含
む
。

〈
5
〉 https://www.teg.org.tw/files/events/2002.05.31.pdf

（
二
〇

二
一
年
一
一
月
二
三
日
最
終
確
認
）

〈
6
〉 https://adm

in.taiw
an.net.tw

/H
andlers/FileH

andler.ashx? 
fid =

cbe91be3-ea51-4e91-b3a2-cfc88a7e2f62&
type =

4&
no =

1

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
三
日
最
終
確
認
）

〈
7
〉 https://adm

in.taiw
an.net.tw

/H
andlers/FileH

andler.ashx? 
fid =

a4dca93c-916b-4c0f-9e57-450ae8cdf136&
type =

4&
no =

1

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
三
日
最
終
確
認
）

〈
8
〉 https://adm

in.taiw
an.net.tw

/H
andlers/FileH

andler.ashx? 
fid =1b7202d3-5639-4261-b9f2-a95731530d83&

type =4&
no =1

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
三
日
最
終
確
認
）

〈
9
〉 https://adm

in.taiw
an.net.tw

/H
andlers/FileH

andler.ashx? 
fid =

8f189a29-8efa-453f-a0d5-279bb37e121a&
type =

4&
no =

1
（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
三
日
最
終
確
認
）

〈
10
〉 https://adm

in.taiw
an.net.tw

/H
andlers/FileH

andler.ashx? 
fid =

8c466ea2-f712-4e6c-a272-50b5482f72ce&
type =

4&
no =

1
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（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
三
日
最
終
確
認
）

〈
11
〉 https://adm

in.taiw
an.net.tw

/H
andlers/FileH

andler.ashx? 
fid =3154932c-3cd2-4805-8715-e99f71c6badc&

type =4&
no =1

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
三
日
最
終
確
認
）

〈
12
〉 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
客
数
の
デ
ー
タ
は
「
交
通
部
観
光
局
観
光

統
計
資
料
庫
」https://stat.taiwan.net.tw/

よ
り
抽
出
。

〈
13
〉 

「
教
育
部
中
小
学
国
際
教
育2.0

全
球
資
訊
網
」https://www.

ietw2.edu.tw/

を
参
照
。

〈
14
〉 

「
ブ
ラ
ザ
ー
＆
シ
ス
タ
ー
」：
日
本
語
を
学
ぶ
現
地
大
学
生
を
ガ

イ
ド
に
、
現
地
を
自
由
に
回
る
イ
ベ
ン
ト
。

〈
15
〉 

文
部
省
初
等
中
等
教
育
局
長
通
達
「
小
学
校
、中
学
校
、高
等
学

校
等
の
遠
足
・
修
学
旅
行
に
つ
い
て
」（
昭
和
四
三
年
一
〇
月
二
日
）。 

http://w
w

w.m
ext.go.jp/b_m

enu/hakusho/nc/t19681002001/
t19681002001.htm

l

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
五
日
最
終
確
認
）

〈
16
〉 

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）https://www.jnto.go.jp/jpn/

statistics/visitor_trends/index.htm
l

よ
り
。

〈
17
〉 https://adm

in.taiw
an.net.tw

/H
andlers/FileH

andler.ashx? 
fid =

1fe4b28f-7c75-422b-adfc-ff86c8daf58d&
type =

4&
no =

1

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
三
日
最
終
確
認
）

〈
18
〉 https://adm

in.taiw
an.net.tw

/H
andlers/FileH

andler.ashx? 
fid =cfd63297-6cba-4ec6-9738-d28d197305d9&

type =4&
no =1

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
三
日
最
終
確
認
）

〈
19
〉 https://www.ettoday.net/news/20191210/1598480.htm

（
二

〇
二
一
年
一
一
月
二
三
日
最
終
確
認
）

〈
20
〉 

熊
本
県
の
「
海
外
修
学
旅
行
実
施
基
準
」
を
確
認
す
る
と
、
二

〇
一
二
年
度
ま
で
は
「
韓
国
、
中
国
」
の
み
だ
っ
た
の
が
、
二
〇
一

三
年
度
か
ら
は
「
原
則
と
し
て
、
大
韓
民
国
、
中
華
人
民
共
和
国
、

台
湾
」
と
な
っ
て
い
る
。

〈
21
〉 

『
パ
ッ
テ
ン
ラ
イ
‼
〜
南
の
島
の
水
も
の
が
た
り
』
二
〇
〇
八

年
一
一
月
一
五
日
日
本
公
開
。
日
本
統
治
時
代
の
土
木
技
師
八
田
與

一
の
業
績
と
台
湾
人
と
の
交
流
を
描
い
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
。

翌
年
台
湾
で
も
上
映
さ
れ
た
。

〈
22
〉 

日
本
統
治
時
代
初
期
、
台
湾
に
渡
っ
た
教
育
者
が
同
地
に
芝
山

巌
学
堂
を
設
立
す
る
も
、
一
八
九
六
年
襲
撃
を
受
け
六
名
が
殺
害
さ

れ
た
。
後
に
台
湾
教
育
は
じ
ま
り
の
場
所
と
し
て
、
芝
山
巌
は
整
備

さ
れ
、
六
名
の
死
者
は
「
六
氏
先
生
」
と
顕
彰
さ
れ
た
。

〈
23
〉 

「
台
湾
旅
行
で
「
日
本
人
の
誇
り
」　
海
外
雄
飛
へ
国
際
感
覚
磨

く
　
熊
本
・
大
津
高
校
」『
産
経
新
聞
』二
〇
一
三
年
一
一
月
一
四
日
。

〈
24
〉 

胎
中
﹇2020

﹈
に
よ
れ
ば
、
東
京
書
籍
、
教
育
出
版
、
帝
国
書

院
版
の
中
学
歴
史
教
科
書
で
八
田
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

〈
25
〉 

青
田
街
の
日
本
式
家
屋
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か

け
て
文
化
資
産
に
指
定
。

〈
26
〉 

花
蓮
県
吉
安
郷
に
あ
る
旧
吉
野
村
に
あ
っ
た
真
言
宗
系
の
寺

院
。

〈
27
〉 https://www.snet-taiwan.jp/

〈
28
〉 

大
阪
府
立
夕
陽
丘
高
校
の
生
徒
レ
ポ
ー
トhttps://www.osaka- 

c.ed.jp/blog/yuhigaoka/2018shugakuryoko/

（
二
〇
二
一
年
一
一

月
二
三
日
最
終
確
認
）

〈
29
〉 
「
修
学
旅
行
生
伸
び
悩
む
」（『
中
國
新
聞
』
二
〇
一
七
年
九
月

二
九
日
）https://www.hiroshim

apeacem
edia.jp/?p =76924
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主
要
参
考
文
献
一
覧

〈
書
籍
〉

朝
水
宗
彦
　2016

　『
集
客
交
流
産
業
と
国
際
教
育
旅
行
』
く
ん
ぷ
る

太
田
孝
　2015
『
昭
和
戦
前
期
の
伊
勢
参
宮
修
学
旅
行
と
旅
行
文
化
の

形
成
』
古
今
書
院

菅
野
敦
志
　2011
　『
台
湾
の
国
家
と
文
化
│
│
「
脱
日
本
化
」・「
中

国
化
」・「
本
土
化
」』
勁
草
書
房

洪
郁
如
　2021

　『
誰
の
日
本
時
代
│
│
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
階
層
・
帝
国

の
台
湾
史
』
法
政
大
学
出
版
局

胎
中
千
鶴
　2020

　『
植
民
地
台
湾
を
語
る
と
い
う
こ
と
│
│
八
田
與

一
の
「
物
語
」
を
読
み
解
く
』（
再
版
）
風
響
社

古
川
勝
三
　2009

　『
台
湾
を
愛
し
た
日
本
人
│
│
嘉
南
大
圳
の
父
八

田
與
一
の
生
涯
』
創
風
社
出
版

山
﨑
直
也
　2009

　『
戦
後
台
湾
教
育
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
』
東
信
堂

〈
論
文
〉

大
島
規
江
　2020

　「
古
蹟
に
み
る
マ
ル
チ
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
台
湾
」

『
都
市
地
理
学
』
一
五

大
畑
京
子
　2012

　「
日
本
人
高
校
生
の
海
外
修
学
旅
行
と
異
文
化
意

識
変
化
」
名
古
屋
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
科
紀
要
『
多
元
文
化
』

一
二
号

川
島
真
　2009

　「
戦
後
初
期
日
本
の
制
度
的
「
脱
植
民
地
化
」
と
歴

史
認
識
問
題
│
│
台
湾
を
中
心
に
」
永
原
陽
子
編
『「
植
民
地
責

任
」
論
』
青
木
書
店

上
水
流
久
彦
　2007

　「
台
湾
の
古
蹟
指
定
に
み
る
歴
史
認
識
に
関
す

る
一
考
察
」『
ア
ジ
ア
社
会
文
化
研
究
』
八
号

川
島
真
　2013

　「
台
湾
の
歴
史
か
ら
何
を
学
ぶ
か
」『
歴
史
地
理
教

育
』
八
〇
五
号

蔡
百
川
　2018

　「
高
中
職
辦
理
日
本
教
育
旅
行
之
困
境
與
迷
思
」『
臺

灣
教
育
評
論
月
刊
』
七（
六
）

宍
戸
学
　2011

　「
学
習
型
観
光
の
意
義
と
教
育
観
光
と
し
て
の
現
状

と
課
題
」『
日
本
観
光
研
究
学
会
第
二
六
回
全
国
大
会
論
文
集
』

須
賀
忠
芳
　2016

　「「
学
ぶ
観
光
」
の
不
在
に
み
え
る
歴
史
教
育
の
課

題
」『
観
光
学
研
究
』
一
五
号

根
尾
文
彦
　2017

　「
日
本
人
海
外
修
学
旅
行
か
ら
み
た
台
湾
の
現
状

と
課
題
」『
桜
花
学
園
大
学
学
芸
学
部
研
究
紀
要
』
八
号

白
濱
裕
　2014

　「
台
湾
修
学
旅
行
の
す
す
め
」『
日
台
共
栄
』
三
六
号

藤
本
榮
光
　2013

　「
台
湾
修
学
旅
行
の
魅
力
」『
歴
史
地
理
教
育
』
八

〇
五
号

松
田
ヒ
ロ
子
　2011

　「「
故
郷
」
と
し
て
の
台
湾
│
│
台
北
市
青
田
街

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
植
民
地
の
記
憶
」
蘭
信
三
編
『
帝
国
崩
壊

と
ひ
と
の
再
移
動
』
勉
誠
出
版

山
﨑
直
也
　2019

　「
台
湾
修
学
旅
行
支
援
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
台
湾
）
活
動
紹
介
」『
台
湾
協
会
報
』
七
七
三
号

林
初
梅
　2014

　「
台
湾
に
現
れ
た
三
つ
の
郷
土
教
育
│
│
郷
土
探

し
、
そ
し
て
植
民
地
時
代
の
「
遺
緒
」
と
の
出
会
い
」
檜
山
幸
夫
編

『
歴
史
の
な
か
の
日
本
と
台
湾
│
│
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台
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穂
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外
修
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旅
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に
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す
る
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絅
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修
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際
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球
資
訊
網
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光
局
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光
統
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通
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国
家
文
化
資
産
網
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全
国
法
規
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